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３
月
11
日
に
起
き
た
東
北
関
東
大
震

災
は
、
東
北
関
東
一
円
に
人
的
、
建
物

共
に
甚
大
な
被
害
を
発
生
さ
せ
ま
し

た
。
発
生
以
降
、
全
国
か
ら
支
援
の
手

が
延
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
約
３
週
間

が
経
と
う
と
す
る
今
も
、
被
災
地
で
は

多
く
の
方
が
、
避
難
所
で
の
不
自
由
な

暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

仙
北
市
で
も
、
停
電
や
電
話
の
通
信

障
害
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
同

日
、
市
は
災
害
警
戒
部
を
設
置
、
地
域

の
被
害
確
認
、
高
齢
者
、
一
人
暮
ら
し

の
世
帯
の
見
回
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
地
域
の
民
生
委
員
、
消
防
団
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、

引
き
続
き
12
日
、
13
日
と
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
市
民
生
活
安
定
の
確
保
と
被

災
地
の
支
援
を
行
う
た
め
「
仙
北
市
東

北
関
東
大
震
災
支
援
本
部
」（
旧
田
沢

湖
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
を
13
日
設
置
し
、

16
日
に
は
以
前
よ
り
「
秋
田
岩
手
横
軸

連
携
」で
交
流
の
あ
っ
た「
宮
古
市
」へ
、

備
蓄
し
て
い
た
救
援
物
資
を
輸
送
し
ま

し
た
。
ま
た
、
被
災
地
へ
の
物
資
の
提

供
を
市
民
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
出
張
所
に

多
く
の
善
意
が
集
ま
り
ま
し
た
。
物
資

の
仕
分
け
作
業
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
19
日
に
は
災
害
協
定

を
結
ん
で
い
る
「
茨
城
県
高
萩
市
」
20

日
、21
日
に
「
岩
手
県
山
田
町
・
大
槌
町
」

24
日
に
は
「
宮
古
市
・
山
田
町
」
25
日

に
「
山
田
町
・
大
槌
町
」
へ
と
救
援
物

資
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
団
体
、
民
間
会
社
で
も
仙
台
市
、

大
船
渡
市
、
宮
古
市
な
ど
へ
の
給
水
活

動
、
炊
き
出
し
な
ど
の
支
援
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
に
本
当
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
「
と
に
か
く
命
を
守
る
、
疲
れ
切
っ
た

皆
さ
ん
を
救
う
行
動
を
」
市
は
市
民
と

一
緒
に
最
優
先
で
取
り
組
む

　

被
災
地
で
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る

皆
さ
ん
の
受
け
入
れ
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
支
援
本
部
の
立
ち
上
げ
と
同
時
に
、

避
難
者
を
受
け
入
れ
可
能
な
施
設
を
確

認
し
、
市
の
公
共
施
設
で
１
４
０
０
人
。

民
間
宿
泊
施
設
の
ご
協
力
で
、
全
体
で

３
２
０
０
人
規
模
の
受
け
入
れ
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
27
日
現
在
、
仙
北
市
で
の
受
け

入
れ
避
難
者
数
は
47
世
帯
１
２
２
人
。

　

市
で
は
、
避
難
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
生

活
に
つ
い
て
、
生
活
相
談
窓
口
を
３
地

域
セ
ン
タ
ー
に
開
設
し
ま
し
た
。

「
仙
北
市
東
北
関
東
大
震
災
支
援
本
部
」
設
置

市
民
の
安
全
確
保
と
被
災
者
支
援
へ

「東北関東大震災」東日本に多大な被害
仙北市でも大規模停電発生
数日にわたり市民生活に影響

16 日、救援物資をトラックに積み、宮古市へ出発。
現地の情報を収集し、支援手段を検討
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皆さまのご支援に感謝いたします
これからもご協力をお願いいたします

広
が
る
支
援
の
輪

　
　
　
今
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
事
を

宮
古
市
で
神
代
カ
レ
ー
の

炊
き
出
し
を
実
施(

18
日)

壊
れ
た
建
物
が
被
害
の

大
き
さ
を
伝
え
る

山田町、大槌町へ支援物資を輸送 (20 日 ) 米、毛布など救援物資が次々に集まる

ボランティアのご協力で物資の仕分けも進む

【
避
難
先
の
提
供
】

　

公
共
施
設
、
旅
館
等
の
避
難
先
を
避
難
者
個
々
の
生
活
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
ご
用
意
し
て
お
り
、
学
校
、
保
育
所
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
高
齢

者
サ
ポ
ー
ト
、
移
動
手
段
の
有
無
な
ど
ケ
ー
ス
毎
に
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
親
戚
な
ど
の
一
般
家
庭
に
身
を
寄
せ
て
い
る
方
、
遠
方
で

被
災
さ
れ
た
親
族
を
お
持
ち
の
方
な
ど
に
つ
い
て
も
、
い
つ
で
も
対
応

が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ま
ず
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
「
仙
北
市
東
北
関
東
大
震
災
支
援
本
部
」

　

仙
北
市
田
沢
湖
庁
舎
と
な
り
旧
田
沢
湖
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　
　

電　
　

話　

０
１
８
７(

43)

１
１
１
１

　
　

受
付
時
間　

８
：
30 
～
20
：
30
（
平
日
、
土
日
祝
日
）

【
避
難
後
の
サ
ポ
ー
ト
】

仙
北
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
保
険
証
な
ど
医
療
に
関
す
る
こ
と
。

○
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
こ
と
。

○
教
育
、
保
育
に
関
す
る
こ
と
。

○
住
民
票
な
ど
戸
籍
関
係
。

○
住
居
斡
旋
な
ど
そ
の
他
生
活
全
般
に
関
す
る
こ
と
。

　

ま
ず
は
仙
北
市
東
北
関
東
大
震
災
支
援
本
部
（
43
）
１
１
１
１
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
内
容
を
お
聞
き
し
た
の
ち
、
市
役
所
の
専
門

部
署
で
対
応
（
解
決
）
い
た
し
ま
す
。

　

支
援
本
部
で
は
、
被
災
地
や
避
難
者
の
救
済
活
動
と
同
時
に
、
市
内

各
分
野
で
震
災
後
に
激
変
し
た
産
業
環
境
等
へ
の
対
応
を
、
す
で
に
全

庁
体
制
で
始
め
て
い
ま
す
。
観
光
業
、
商
工
業
、
農
林
業
等
の
政
策
の

見
直
し
、
財
源
確
保
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
早
期
に
市

民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 【
仙
北
市
東
北
関
東
大
震
災
支
援
本
部
か
ら
】

　

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
対
し
、心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

仙
北
市
で
は
被
災
者
の
皆
様
を
支
援
を
す
る
た
め
、
支
援
本
部
を
設

置
し
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
被
災
者
の
皆
さ
ま
へ
》

《
市
民
の
皆
さ
ま
へ
》
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平
成
23
年
度
施
政
方
針

政
策
の
基
本
方
針
（
抜
粋
）

　

平
成
23
年
度
は
、
昨
年
度
よ

り
も
今
年
度
が
活
力
を
見
出
せ

る
年
と
な
る
よ
う
、
昨
日
よ
り

も
今
日
が
幸
せ
を
感
じ
る
日
に

な
る
よ
う
、
市
民
の
一
人
ひ
と

り
が
仙
北
市
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
、
交
わ
し
た

約
束
を
さ
ら
に
具
体
化
し
、
何

よ
り
も
生
活
と
健
康
を
守
る
仕

組
み
の
強
化
、
経
済
活
動
を
支

え
育
む
対
策
に
力
点
を
置
い
て

行
政
の
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
漠
然
と
し
た
予
感

を
、
実
感
に
変
え
る
年
度
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
覚
悟
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
行
政
組
織
は
、
市
民

の
た
め
に
存
在
す
る
機
関
で
あ

り
、
市
民
の
苦
し
み
を
分
か
ち
、

共
に
共
有
す
る
総
合
サ
ー
ビ
ス

業
で
あ
る
と
言
う
認
識
を
深

め
、
市
民
の
た
め
に
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
努

め
ま
す
。

　

本
市
の
経
済
状
況
は
、
基
幹
産
業
の
一
つ

で
あ
る
稲
作
が
、
昨
年
夏
の
猛
暑
な
ど
の
影

響
に
よ
る
品
質
低
下
、
収
穫
量
の
減
少
に
加

え
、
米
価
の
下
落
に
よ
り
大
打
撃
を
受
け
て

い
ま
す
。
雇
用
情
勢
も
一
向
に
改
善
が
見
ら

れ
ず
、
購
買
意
欲
も
低
調
な
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
し
、
市
民
が
希

望
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
環
境
を
提
供
す

る
こ
と
が
、
市
政
の
最
大
課
題
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

第
１
に
は
、
地
域
に
活
力
を
取
り
戻
す
こ

と
で
す
。
昨
年
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の

県
集
計
結
果
で
は
、
本
市
の
人
口
は
２
９
，

５
６
７
人
で
、
前
回
調
査
か
ら
２
，
３
０
１

人
、
７
．
２
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
少
子
化
・
高
齢
化
も
進
行
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
民
自
ら
が
身
近

な
課
題
解
決
に
市
と
協
働
し
て
取
り
組
む

役
割
を
明
確
に
記
し
た
仙
北
市
市
民
分
権

条
例
（
仮
称
）
の
制
定
に
向
け
準
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
各
地
域
運
営
体
の
活
動
を
最
大

支
援
し
ま
す
。

　

第
２
に
は
、
健
康
で
安
心
な
生
活
を
営

む
た
め
の
医
療
・
福
祉
環
境
の
構
築
で
す
。

市
立
病
院
の
医
師
や
看
護
師
不
足
に
よ
る

医
療
環
境
の
不
安
感
を
解
消
し
、
持
続
可
能

な
医
療
環
境
を
構
築
す
る
た
め
、
自
治
体
病

院
事
業
に
識
見
の
高
い
病
院
事
業
管
理
者

を
選
任
し
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
が
著
し
い

市
立
角
館
総
合
病
院
の
平
成
26
年
秋
の
改

築
開
院
を
目
標
と
し
た
具
体
的
な
作
業
を

開
始
し
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
夏
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
今
冬
の

豪
雪
、
さ
ら
に
は
火
山
噴
火
な
ど
の
自
然

災
害
の
危
機
管
理
も
重
大
な
行
政
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
対
応
や
対
策

を
検
証
し
な
が
ら
、
市
民
の
安
心
感
の
増

大
、
被
災
者
に
対
す
る
支
援
体
制
を
構
築
し

ま
す
。

　

第
３
に
、
市
民
所
得
の
向
上
で
す
。
昨
年

４
月
に
設
立
し
た
仙
北
市
総
合
産
業
研
究

所
は
、
市
民
要
望
に
即
時
対
応
で
き
る
よ
う

体
制
を
再
編
強
化
し
、
市
民
生
活
に
連
動
し

た
活
動
を
進
め
な
が
ら
、
引
き
続
き
付
加
価

値
の
高
い
商
品
の
開
発
、
高
価
格
で
取
引
で

き
る
販
路
の
開
発
な
ど
、
所
得
向
上
に
直
結

す
る
役
割
の
発
現
を
目
指
し
ま
す
。
観
光
産

業
に
つ
い
て
は
、
観
光
産
業
拠
点
特
別
区
観

光
戦
略
会
議
の
提
言
事
業
な
ど
に
も
着
手

し
ま
す
。
昨
年
12
月
に
発
表
し
た「
田
沢
湖
・

角
館
」
の
統
一
観
光
ブ
ラ
ン
ド
や
観
光
連
盟

の
設
立
に
よ
り
、
発
信
力
は
格
段
に
向
上
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
山
梨
県
西
湖
で
70

年
ぶ
り
に
生
存
が
確
認
さ
れ
た
ク
ニ
マ
ス
、

さ
ら
に
は
海
外
か
ら
の
観
光
客
へ
の
案
内

事
業
な
ど
、
国
や
県
、
関
係
団
体
等
と
連
携

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
４
に
、
高
齢
者
と
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
で
す
。
昨
年
夏
に
実
施
し
た
高
齢
者
生
活

実
態
調
査
の
結
果
等
を
基
に
、
複
数
の
政
策

を
提
案
し
ま
し
た
。
市
民
と
共
に
尊
敬
と
労

り
の
思
い
で
事
業
遂
行
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
子
育
て
支
援
で
は
、
全
力
で
待
機
児
童

の
解
消
に
努
め
ま
す
。
市
立
保
育
園
の
あ
り

方
や
機
能
を
検
討
す
る
会
議
を
正
式
に
設

置
し
ま
す
。
併
せ
て
保
育
士
が
安
定
し
た
身

分
で
保
育
に
従
事
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
組

織
体
の
立
ち
上
げ
も
模
索
し
ま
す
。
学
校
教

育
で
は
地
域
と
の
共
生
、
ま
た
人
生
そ
の
も

の
が
学
び
の
場
と
い
う
視
点
で
学
習
機
会

を
提
供
し
ま
す
。
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平
成
23
年
度
の
当
初
予
算
に
お

い
て
は
、
産
業
振
興
・
交
流
促

進
対
策
や
雇
用
の
確
保
、
医
療

体
制
の
整
備
や
市
民
と
の
協
働

の
地
域
づ
く
り
な
ど
、
元
気
の

出
る
、
活
力
の
あ
る
仙
北
市
創

造
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

第
２
章
を
果
敢
に
推
し
進
め
る

た
め
、
市
民
生
活
を
守
り
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
必
要
な
事

業
や
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
に
つ
い
て
、
積
極
的
か
つ

挑
戦
的
な
予
算
計
上
を
行
い
ま

し
た
。

市の予算総額　３５４億２，２０２万２千円
          一般会計　1 ７８億７，８００万円
          特別会計　1 １１億       ６０７万２千円
          企業会計  　  ６４億３，７９５万円

　市税は、景気の低迷による市民税の落ち込みや
たばこの値上げによるたばこ税の減などにより
7,461 万 8 千円の減の 25 億 725 万 8 千円、地
方譲与税は、地方揮発油税譲与税の増額により
1,000 万増の 2 億 2,000 万円となっています。
　地方交付税は、特別交付税が交付割合の引下げ
により減額となるものの、普通交付税は、国勢調
査に伴う人口減の影響があるが、国の地方財政対
策による算定方法の見直し等により増額となり、
1 億 7,000 万円増の 88 億円となっています。
　市債は、学校施設整備事業等大規模事業の終了
に伴い 4 億 2,400 万円減の 15 億 9,140 万円と
なっています。

　義務的経費で、人件費が職員給与費では福祉施
設民間移譲に伴う特別会計から一般会計への異動
による負担増や共済費の増により 1 億 2,958 万
6 千円増の 39 億 7,713 万 3 千円、扶助費は、子
ども手当給付費の増などにより 1 億 2,299 万円
増の 19 億 6,734 万 3 千円、公債費は、2,384 万
8 千円増の 32 億 9,059 万 6 千円となっています。
　また、投資的経費では、西明寺中学校グラウン
ド整備事業や神代小学校建設事業が終了したもの
の、光ブロードバンド設備整備事業や社会資本整
備総合交付金事業が増となり、206 万 5 千円減
の 12 億 6,615 万円と前年度並みとなっています。
　その他の経費では物件費が、緊急雇用・ふるさ
と雇用対策費及び予防接種事業、塵芥処理費の増
などにより 1 億 6,716 万 4 千円増の 28 億 769
万 7 千円となっています。

平成 23 年度当初予算について、
その概要をお知らせします。

○一般会計予算の状況（歳入）○一般会計予算の状況（歳出）

歳入の目的別内訳

地方譲与税     　   2 億 2,000 万円 (1.2%)
地方消費税交付金 2 億 7,000 万円 (1.5%)
地方交付税   　　　　　 88 億円 (49.2%)
国庫支出金  13 億 7,886 万 4 千円 (7.7%)
県支出金　     10 億 377 万 8 千円 (5.6%)
市債　　　  　    15 億 9,140 万円 (8.9%)
その他　　　　　 9,250 万２千円 (0.5%)

人件費　　  39 億 7,713 万 3 千円 (22.2%)
扶助費　　  19 億 6,734 万 3 千円 (11.0%)
公債費　　  32 億 9,059 万 6 千円 (18.4%)

歳出の性質別内訳

義務的経費・92 億 3,507 万 2 千円 (51.6%)

投資的経費・   12 億 6,615 万 2 千円 (7.1%)

普通建設事業費    12 億 6,615 万円 (7.1%)
災害復旧事業費　   　　　　2 千円 (0.0%)

物件費　　　 28 億 769 万 7 千円 (15.7%)
維持補修費　 　　  4,286 万 4 千円 (0.2%)
補助費　　　17 億 1,573 万 2 千円 (9.6%)
積立金　　　  1 億 3,523 万 4 千円 (0.8%)
投資及び出資金　  1 億 1,276 万円 (0.6%)
貸付金　　　　　  3 億 7,440 万円 (2.1%)
繰出金　　 21 億 5,808 万９千円 (12.1%)
予備費　　　　　　　  3,000 万円 (0.2%)

その他の経費・73 億 7,677 万 6 千円 (41.3%)

自主財源・45 億 2,145 万 6 千円 (25.4%)
市税　　　 25 億 725 万 8 千円 (14.0%)
分担金及び負担金
　　　　　  1 億 1,730 万 2 千円 (0.7%)
使用料及び手数料
　　　　　  2 億 6,293 万 3 千円 (1.5%)
諸収入　　  7 億 9,672 万 2 千円 (4.5%)
その他　　  8 億 3,724 万 1 千円 (4.7%)

依存財源・133 億 5,654 万４千円 (74.6%)



会　計　名 平成 23 年度予算額 平成 22 年度予算額 比較増減 伸び率

一　般　会　計 17,878,000 17,161,000 717,000 4.2

集 中 管 理 特 別 会 計 4,629,000 4,657,800 △ 28,800 △ 0.6

下 水 道 事 業 特 別 会 計 979,300 1,003,800 △ 24,500 △ 2.4

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 343,600 342,400 1,200 0.4

浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 110,100 113,500 △ 3,400 △ 3.0

国民健康保険特別会計 ( 事業勘定 ) 3,806,300 3,831,900 △ 25,600 △ 0.7

国民健康保険特別会計 ( 田沢診療施設勘定 ) 36,500 35,700 800 2.2

国民健康保険特別会計 ( 神代診療施設勘定 ) 118,700 103,200 15,500 15.0

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 275,500 299,100 △ 23,600 △ 7.9

介 護 保 険 特 別 会 計 453,000 711,400 △ 258,400 △ 36.3

生 保 内 財 産 区 特 別 会 計 74,000 69,200 4,800 6.9

田 沢 財 産 区 特 別 会計 30,000 40,000 △ 10,000 △ 25.0

雲 沢 財 産 区 特 別 会 計 3,572 3,325 247 7.4

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 246,500 224,500 22,000 9.8

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計 0 1,223 △ 1,223 皆減

病 院 事 業 会 計 5,889,247 5,769,502 119,745 2.1

温 泉 事 業 会 計 49,958 36,406 13,552 37.2

水 道 事 業 会 計 498,745 606,415 △ 107,670 △ 17.8

合　　　　　　計 35,422,022 35,010,371 411,651 1.2

（単位：千円、％）各　会　計　予　算　額
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平
成
23
年
度
の
主
な
事
業

Ⅰ
．
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
ま
す

○
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
事
業
費　

 
71
万
円

　

市
民
と
行
政
が
協
働
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
指

針
と
し
て
「
仙
北
市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し

ま
す
。

Ⅱ
．
所
得
を
増
や
し
ま
す

○
定
住
対
策
推
進
事
業
費　

 

２
３
８
万
円

　

定
住
対
策
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
作
成
及
び
空
き
家
情

報
バ
ン
ク
の
充
実
強
化
し
ま
す
。

○
緊
急
雇
用
等
対
策
事
業
費　

１
億
５
、５
７
３
万
円

　

国
の
緊
急
雇
用
関
係
の
基
金
を
活
用
し
、
臨
時

的
・
一
時
的
つ
な
ぎ
就
労
機
会
の
提
供
及
び
安
定

的
な
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

○
緊
急
雇
用
助
成
金 　

８
５
０
万
円

　

新
規
に
労
働
者
を
雇
用
し
た
事
業
主
に
対
し
、
一

定
の
要
件
の
も
と
に
雇
用
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
緊
急
雇
用
維
持
支
援
事
業
費
補
助
金　

５
０
０
万
円

　

雇
用
す
る
労
働
者
を
一
時
的
に
休
業
さ
せ
た
場

合
、
休
業
等
に
係
る
手
当
の
一
部
を
補
助
し
、
解

雇
予
防
や
雇
用
維
持
を
図
り
ま
す
。

○
農
業
夢
プ
ラ
ン
型
戦
略
作
目
等
生
産
基
盤
拡
大

　

事
業
費　

 

４
、０
１
０
万
円

　

意
欲
あ
る
担
い
手
の
経
営
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
た
め
、
多
角
的
な
取
り
組
み
を
総
合
的
に
支
援

し
ま
す
。

○
元
気
な
仙
北
農
業
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
推
進
事
業

　

費　

２
０
０
万
円

　

新
規
作
目
の
導
入
及
び
規
模
拡
大
を
推
進
し
、

新
た
に
認
定
農
業
者
等
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る

農
業
者
育
成
事
業
を
行
い
ま
す
。

○
農
業
生
産
工
程
管
理
推
進
事
業
費
（
新
規
）
10
万
円

　

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
が
主
体
と
な
り
、
従
来
よ
り

も
厳
格
な
農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
に
取

り
組
み
、
消
費
者
に
選
ん
で
も
ら
え
る
米
の
生
産

体
制
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

○
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
導
入
推
進
事
業
費

（
新
規
）　

８
３
５
万
円

　

食
料
自
給
率
向
上
を
図
る
た
め
の
新
た
な
農
業

政
策
（
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
）
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

○
総
合
産
業
研
究
所
費　

４
２
４
万
円

　

米
、
野
菜
、
山
菜
等
を
原
料
に
商
品
開
発
を
行

い
、地
場
産
作
物
の
栽
培
需
要
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
行
い
、
売
れ
る
農
林
畜

水
産
物
の
拡
大
を
図
る
と
共
に
、
在
来
野
菜
や
果

実
の
種
子
確
保
、
有
望
品
種
の
試
験
栽
培
、
適
地

選
定
な
ど
を
行
い
、
市
民
の
所
得
向
上
に
努
め
ま

す
。
平
成
23
年
度
か
ら
厚
生
労
働
省
の
地
域
雇
用

創
造
実
現
事
業
が
採
択
に
な
り
、
地
域
産
品
の
販

売
促
進
（
対
面
販
売
、
Ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
販
売
等
）
を

図
り
ま
す
。

○
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
管
理
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

４
、０
２
９
万
円

　

石
油
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
木
質
チ
ッ

プ
を
燃
料
と
し
た
シ
ス
テ
ム
を
稼
動
し
、
介
護
老

人
保
健
施
設
に
し
き
園
と
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン
に

熱
と
電
気
を
供
給
し
ま
す
。
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○
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
、５
０
０
万
円

　

計
画
的
か
つ
一
体
的
な
森
林
施
業
の
実
施
に
不
可

欠
な
地
域
活
動
に
対
し
、
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
仙
北
市
推
奨
乾
燥
材
利
用
促
進
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

２
０
０
万
円

　

仙
北
市
内
で
生
産
さ
れ
た
優
良
な
構
造
用
乾
燥

材
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
推
奨
す
る
乾
燥
材

を
使
用
し
、
仙
北
市
内
に
新
築
し
た
施
主
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

○
高
能
率
生
産
団
地
路
網
整
備
事
業
費
（
新
規
）

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
万
円

　

基
幹
林
業
専
用
道
路
網
を
整
備
し
、
主
伐
・
間

伐
時
の
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
と
と
も
に
、
林
業
生

産
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

○
ふ
れ
あ
い
の
森
整
備
支
援
事
業
費
（
新
規
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

９
０
４
万
円

　

田
沢
湖
高
原
温
泉
郷
か
ら
乳
頭
温
泉
郷
に
か
け

て
歩
道
兼
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
開
設
し
ま
す
。

○
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
整
備
推
進
事
業
費
（
新
規
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

４
６
１
万
円

　

森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
導
入
に
よ
り
、
仙
北
市
全
体
の

森
林
を
よ
り
高
精
度
に
把
握
し
、
森
林
の
整
備
・

事
業
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

○
商
工
業
起
業
等
応
援
事
業
費
補
助
金　

60
万
円

　

商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
市
内
の
個
人
・

法
人
を
対
象
に
、
新
規
開
業
や
業
務
拡
張
を
行
う

経
費
を
支
援
し
ま
す
。

○
建
設
業
異
業
種
参
入
事
業
費
補
助
金　

10
万
円

　

建
設
業
の
新
分
野
へ
の
進
出
や
事
業
の
多
角
化

を
推
進
す
る
た
め
、
指
導
団
体
で
あ
る
商
工
会
が

実
施
す
る
事
業
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

○
せ
ん
ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
事
業
費

　
（
新
規
）
25
万
円

　

国
や
法
令
に
よ
る
技
術
者
認
定
制
度
以
外
で
、

技
術
や
地
域
素
材
を
駆
使
し
て
、
社
会
や
生
活
に

役
立
つ
こ
と
や
物
を
生
み
出
す
技
能
者
を
認
定
し
、

技
の
継
承
や
後
継
者
の
育
成
を
通
じ
て
物
を
作
る

心
の
啓
発
と
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
観
光
宣
伝
事
業
費 　

１
、０
８
４
万
円

　

首
都
圏
や
仙
台
等
か
ら
の
誘
客
を
図
る
。
特
に

首
都
圏
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
関
し
て
は
新
幹
線
の
青
森

延
伸
に
対
し
て
県
観
光
課
が
開
催
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
し
仙
北
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

○
東
ア
ジ
ア
観
光
宣
伝
・
誘
客
事
業
費 

                                                                  

１
４
７
万
円

　
 (

社)

田
沢
湖
観
光
協
会
と
協
力
し
な
が
ら
海
外

誘
客
事
業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
が
伸
び

て
い
る
韓
国
や
経
済
効
果
の
大
き
い
台
湾
な
ど
に

出
向
き
、
受
入
体
制
に
つ
い
て
詳
し
い
情
報
発
信

を
し
、
滞
在
型
誘
客
を
図
り
ま
す
。　
　
　
　
　

○
が
ん
ば
れ
合
宿
応
援
事
業
費　

１
７
０
万
円

　

仙
北
市
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
・
ゼ
ミ
を
行
う
高
校
・
短
大
・
大
学
の
団
体

に
対
し
て
宿
泊
費
の
補
助
を
し
ま
す
。

○
観
光
協
会
連
携
事
業
費
補
助
金 　

１
０
０
万
円

　

仙
北
市
３
地
区
の
観
光
協
会
が
行
う
連
携
事
業

に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

○
仙
北
市
ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
負
担
金
（
新
規
）
１
５
０
万
円

　

仙
北
市
ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
事
業
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
平
成

23
年
度
に
実
施
す
る
事
業
費
３
０
０
万
円
に
つ
い

て
秋
田
県
１
／
２
、
仙
北
市
１
／
２
負
担
に
よ
り

事
業
を
実
施
し
ま
す
。　

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、７
２
７
万
円

　

市
内
の
住
宅
改
善
の
促
進
、
市
民
生
活
の
向
上

及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
及
び
下
水
道
接
続
に
係
る
費
用
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○ 

せ
ん
ぼ
く
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
費

　
（
新
規
）
１
５
０
万
円

　

市
内
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
が
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
自
主
的
に
行
う
創
作
活
動
や
発
表

等
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
地
域
の
魅
力
発
信
や

継
続
的
な
賑
わ
い
の
創
出
を
し
ま
す
。

Ⅲ
．
医
療
を
再
生
し

　
　
　
　
　
　

福
祉
を
充
実
し
ま
す

○
医
師
招
聘
対
策
事
業
費　

１
３
０
万
円

　

①
病
院
事
業
に
従
事
す
る
医
師
等
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
招
聘
活
動
を
推
進
。

　

②
医
師
確
保
対
策
の
一
環
と
し
て
研
修
医
の
受

入
れ
体
制
の
整
備
。

　

③
仙
北
市
独
自
の
医
師
等
修
学
資
金
貸
付
事
業

の
実
施
。  

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
繰
出
金

　
（
新
規
）　

１
億
円

　

将
来
に
わ
た
り
市
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
事
業
運
営
安
定
化
計
画
に
基
づ
き
、
一
般

会
計
か
ら
基
準
外
の
繰
入
れ
を
行
い
運
営
の
安
定

化
に
努
め
ま
す
。

○
高
齢
者
等
憩
い
の
場
空
間
整
備
推
進
事
業
費

　
（
新
規
）　

45
万
円

　

民
間
団
体
等
が
、
高
齢
者
等
の
た
め
に
空
き
家

や
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
憩
う
場
や
安
価
な
宿
泊

場
所
を
提
供
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
支
援
等
の
調

査
研
究
を
行
う
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

○
高
齢
者
表
彰
事
業
費
（
新
規
）　

17
万
円

　

永
年
、
仙
北
市
で
、
地
域
や
高
齢
者
の
た
め
に

活
動
を
行
っ
て
き
た
高
齢
者
を
表
彰
し
ま
す
。　

○
後
期
高
齢
者
医
療
短
期
人
間
ド
ッ
ク
助
成
費

　
（
新
規
）　

２
３
５
万
円

　

仙
北
市
に
住
所
を
有
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
が
、
市
が
委
託
す
る
医
療
機
関
に
お
い
て

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

○
母
子
保
健
対
策
費     

２
、３
７
３
万
円

　

母
子
及
び
乳
幼
児
の
健
康
保
持
増
進
を
図
り
、

母
子
保
健
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

○
母
子
支
援
体
制
検
討
モ
デ
ル
事
業
費
（
新
規
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

１
０
８
万
円

　

妊
娠
や
出
産
に
支
障
を
来
た
す
恐
れ
の
あ
る
妊

婦
や
育
児
に
支
障
を
及
ぼ
す
産
婦
の
母
体
健
康
管

理
及
び
低
出
生
体
重
児
等
の
健
全
な
養
育
を
促
す

た
め
、
管
轄
保
健
所
と
協
働
の
も
と
モ
デ
ル
的
に

実
施
し
ま
す
。

○
大
腸
が
ん
予
防
事
業
費　

９
６
６
万
円

　
「
大
腸
内
視
鏡
検
診
の
有
効
性
評
価
の
た
め
の
ラ

ン
ダ
ム
化
試
験
」
の
３
年
目
に
あ
た
り
、
市
民
へ

の
研
究
参
加
を
勧
め
、
大
腸
が
ん
死
亡
率
の
低
減

を
目
指
し
ま
す
。

○
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
費  

１
９
１
万
円

　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
、

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
を
無
料
で
受
診
し
て

も
ら
い
、
が
ん
の
早
期
発
見
と
受
診
率
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

○
子
宮
頸
が
ん
等
予
防
接
種
促
進
事
業
費
（
新
規
）

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

   

３
、２
０
５
万
円

　

国
の
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進

事
業
に
基
づ
き
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
・

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。
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Ⅶ
．
生
活
を
守
る

　
　
　
　
　

仕
組
み
を
強
化
し
ま
す

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
難
視
聴
整
備
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
、８
０
２
万
円

　

地
理
的
、
地
形
的
な
条
件
に
よ
り
地
上
デ
ジ
タ

ル
が
良
好
に
受
信
で
き
な
い
地
域
を
有
線
共
聴
施

設
で
整
備
難
視
地
域
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

○
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
設
備
整
備
事
業
費
（
新
規
） 

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

    

１
億
２
、３
３
８
万
円

　

市
内
の
情
報
通
信
格
差
解
消
を
目
指
し
、
通
信

事
業
者
に
お
け
る
整
備
方
針
と
の
整
合
を
図
り
つ

つ
、
光
回
線
に
よ
る
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環

境
を
整
備
を
進
め
ま
す

○
消
費
生
活
相
談
事
業
費
（
新
規
）　

１
６
６
万
円

　

市
民
が
身
近
な
場
所
で
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
被
害
を
未
然
に
防
止
し
、

安
全
で
安
心
な
消
費
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
相
談
窓
口
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
支
援
事
業
費 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        　

２
、６
０
３
万
円

　
一
定
の
ま
と
ま
り
あ
る
地
域
を
対
象
に
、
農
業

者
や
そ
の
他
の
地
域
住
民
を
中
心
と
し
、
地
域
関

係
団
体
を
含
め
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
資
源
や

農
村
環
境
の
保
全
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
雪
寒
地
域
建
設
機
械
整
備
費　
４
、７
８
８
万
円

　

冬
期
間
に
お
け
る
市
民
の
通
勤
・
通
学
路
の
確

保
と
安
全
を
守
る
た
め
、
除
雪
機
械
を
更
新
す
る

こ
と
に
よ
り
作
業
効
率
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
市
民
参
加
型
イ
ン
フ
ラ
維
持
整
備
費　

１
０
０
万
円

 　

市
民
が
参
加
し
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う

場
合
、
必
要
な
資
材
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
道
路
新
設
改
良
費　

４
億
３
６
７
万
円

　

歩
行
者
や
交
通
量
に
配
慮
し
た
安
全
・
安
心
な

市
道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
河
川
改
良
事
業
費　

 

４
３
５
万
円

　

市
民
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

よ
う
、
市
管
理
河
川
の
改
修
等
で
水
害
に
よ
る
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
岩
瀬
北
野
線
整
備
事
業
費
（
新
規
）
３
、６
０
０
万
円

　

都
市
計
画
道
路
岩
瀬
北
野
線
の
（
内
川
橋
～
横

町
橋
）
区
間
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
消
防
施
設
整
備
事
業
費　

１
、９
８
４
万
円

　

市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
、
消
防
施
設
設

備
の
更
新
、
増
強
を
図
り
、
迅
速
な
消
防
活
動
が

出
来
る
よ
う
に
し
ま
す
。

○
防
災
行
政
無
線
維
持
管
理
費　

９
４
４
万
円

　

移
動
系
防
災
行
政
無
線
の
充
実
を
図
り
、
災
害

対
策
時
の
通
信
を
確
保
し
、
迅
速
的
確
な
応
急
対

応
に
努
め
ま
す
。

○
伝
建
群
防
災
計
画
策
定
事
業
費 　

３
６
３
万
円

　

建
造
物
の
老
朽
度
や
耐
震
状
況
、
景
観
樹
木
な

ど
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
事
業
費
（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

２
億
４
、０
８
８
万
円

　

生
活
環
境
の
改
善
、
河
川
等
の
水
質
保
全
の
た

め
、
下
水
道
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

○
浄
化
槽
整
備
事
業
費
（
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
）                   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

４
、４
８
１
万
円

　

生
活
環
境
の
改
善
、
河
川
等
の
水
質
改
善
の
た

め
、
浄
化
槽
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
西
明
寺
地
区
簡
易
水
道
拡
張
事
業
費
簡
易
水
道   

　

事
業
特
別
会
計
）　

７
、５
７
７
万
円

　

西
明
寺
地
区
簡
易
水
道
に
隣
接
す
る
田
沢
湖
角

館
東
前
郷
地
区
の
一
部
に
事
業
区
域
を
拡
張
し
ま

す
。

○
胃
が
ん
検
診
助
成
事
業
費
（
新
規
）　 

50
万
円

　

秋
田
県
の
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
対
策
と
し
て

対
象
年
齢
者
に
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
配
付
し
、

胃
が
ん
検
診
を
無
料
で
受
診
し
て
も
ら
い
、
が
ん

の
早
期
発
見
と
受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
強
化
事
業
費
（
新
規
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

     

７
９
６
万
円

　

秋
田
県
の
地
域
医
療
再
生
計
画
（
大
仙
・
仙
北

二
次
医
療
園
）
に
よ
り
、
地
域
の
在
宅
医
療
拠
点

と
な
る
西
明
寺
診
療
所
に
対
し
て
、
医
療
機
器
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

Ⅳ
．
市
民
分
権
を
進
め
ま
す

○
地
域
運
営
体
活
動
推
進
費
交
付
金   

４
、０
０
０
万
円

地
域
の
団
体
で
組
織
さ
れ
た
地
域
運
営
体
が
実
施

す
る
活
動
に
対
し
て
、
財
政
支
援
を
行
い
ま
す
。

Ⅴ
．
行
政
改
革
を
断
行
し
ま
す

○
行
政
改
革
推
進
費　

31
万
円

　

行
政
改
革
大
綱
の
成
果
の
検
証
等
、
具
体
的
な

取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

Ⅵ
．
次
世
代
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
す

○
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
費

　

(

新
規
）　

５
１
７
万
円

　

ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
に
向
け
た
市
民
の
理
解
と
気

運
の
醸
成
、「
ク
ニ
マ
ス
の
ふ
る
さ
と
仙
北
市
」
の

Ｐ
Ｒ
を
通
じ
た
知
名
度
ア
ッ
プ
、
観
光
振
興
等
を

図
り
ま
す
。

○
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
経
費
負
担
金

　
（
新
規
）　

16
万
円

　

秋
田
県
と
県
内
25
市
町
村
で
設
立
・
運
営
を
行

う
「
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
負
担
金
。

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業
費
（
新
規
） 

　
　
　
　
　
　
　

                      　
　

  

５
４
８
万
円

　

遠
距
離
児
童
の
通
学
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、

桧
木
内
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
更
新
し
ま
す
。

○
市
民
歌
パ
ネ
ル
作
成
事
業
費

　
（
小
学
校
費
）（
新
規
）
１
１
７
万
円

　
（
中
学
校
費
）（
新
規
）　　

  

88
万
円

　

市
内
全
小
中
学
校
体
育
館
に
仙
北
市
民
歌
パ
ネ

ル
を
作
成
、
掲
示
し
ま
す
。

○
桧
木
内
地
区
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

創
設
事
業
費
（
新
規
） 　

 

１
２
０
万
円

　

桧
木
内
地
区
に
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
創

設
し
ま
す
。

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
事
業
費
（
新
規
）
50
万
円

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
市
民
の
「
健
康
づ

く
り
」や「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」の
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、

運
動
の
習
慣
化
と
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。　
　

○
高
齢
者
と
小
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
費

　
（
新
規
）　

12
万
円

　

地
域
で
子
供
達
を
育
む
事
業
と
高
齢
者
の
健
康
・

生
き
が
い
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
市
内
の
各
小
学

校
で
地
域
の
高
齢
者
と
小
学
生
が
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
交
流
を
図
り
ま
す
。　



【平成22年度】会計を除く市長部局　5部　23課　31所属機関

【平成23年度】会計を除く市長部局　6部　24課　32所属機関

①市民福祉部を『市民生活部』『福祉保健部』の 2 部に再編しました。

②『所得税還付等調査局』を新たに設置しました。

③教育委員会事務局に『スポーツ振興課』を新たに設置しました。

④組織再編による各課およびセンターの所在地は変更ありません。

　平成23年4月1日から『仙北市田沢湖居宅介護支

援事業所』『仙北市角館居宅介護支援事業所』は

【仙北市居宅介護支援事業所】としてスタートし

ます。

　これに伴い事業所の所在地や連絡先が変更にな

ります。

　【連絡先】

　〒014-0592

　仙北市西木町上荒井字古堀田47

　（仙北市役所西木庁舎　福祉保健部内）

　 0187-43-2281（長寿支援課）

　※電話番号は後日直通の番号になります。

のお知らせ移所業事 転

機構改革により
　　組織再編されます

広報せんぼく9

再編となる部課（再編部課抜粋）

平成22年度の組織 平成23年度の組織

市民福祉部

市民課

環境防災課

保健課

環境保全センター

田沢湖地域センター

角館地域センター

西木地域センター

社会福祉課

長寿子育て課

包括支援センター

福祉事務所

教育委員会事務局

教育総務課

学校教育課

生涯学習課

文化財課

所得税還付等調査局

市民生活部

市民課

環境防災課

環境保全センター

田沢湖地域センター

角館地域センター

西木地域センター

社会福祉課

子育て推進課

長寿支援課
（所属機関　包括支援センター）

保健課

福祉保健部

教育委員会事務局

教育総務課

教育指導課

生涯学習課

スポーツ振興課

文化財課



【
部
長
級
】
▼
総
務
部
長
兼
総
務
課
長
《
危

機
管
理
監
》（
農
林
部
長
）
倉
橋
典
夫
▼
市

民
生
活
部
長
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
）
高
橋
俊
一
▼
福
祉
保
健
部
長
兼
福
祉

事
務
所
長
（
市
立
角
館
総
合
病
院
事
務
長
）

髙
田
紀
市
▼
観
光
商
工
部
長
（
教
育
総
務

課
長
）
太
田
和
彦
▼
観
光
商
工
部
長
待
遇

（
観
光
商
工
部
長
）
大
山
誠
▼
農
林
部
長

（
企
業
局
長
）
高
田
秀
市
▼
農
林
部
総
合
産

業
研
究
所
長
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
高

橋
新
子
▼
建
設
部
長
（
農
林
部
次
長
兼
総

合
産
業
研
究
所
事
務
局
長
）
佐
藤
秋
夫
▼

所
得
税
還
付
等
調
査
局
長
《
併
任
》（
秋
田

県
総
務
部
税
務
課
よ
り
）
佐
々
木
幹
男
▼

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
市
民
福
祉
部

次
長
兼
福
祉
事
務
所
長
）
黒
沢
隆
悦
▼
教

育
部
長
（
教
育
次
長
）
橋
本
勲
▼
議
会
事

務
局
長
（
総
務
部
次
長
兼
政
策
推
進
課
長
）

藤
村
好
正
▼
監
査
委
員
事
務
局
長
（
観
光

商
工
部
次
長
兼
観
光
課
長
）
布
谷
毅
久
雄

▼
企
業
局
長
（
市
民
福
祉
部
長
）
下
総
芳

則
▼
医
療
局
長
兼
医
療
管
理
課
長
（
再
任

用
職
員
）
佐
藤
秀
夫

【
次
長
級
】
▼
総
務
部
次
長
兼
政
策
推
進
課

長
（
市
民
課
長
）
伊
藤
寛
▼
総
務
部
次
長

兼
財
政
課
長
（
財
政
課
長
）
田
中
宣
男
▼

総
務
部
次
長
待
遇
兼
管
財
課
長
（
に
し
き

園
事
務
長
）
三
浦
勝
▼
市
民
生
活
部
次
長

兼
市
民
課
長
《
地
域
セ
ン
タ
ー
統
括
監
》

（
総
務
部
総
務
課
長
）
羽
川
茂
幸
▼
市
民
生

活
部
次
長
待
遇
兼
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
神
代
出
張
所
長
兼
田
沢
出
張
所
長

（
建
設
部
次
長
兼
下
水
道
課
長
）
大
石
誠
亮

▼
市
民
生
活
部
次
長
待
遇
兼
角
館
地
域
セ

ン
タ
ー
所
長
（
管
財
課
長
）
高
橋
浩
二
▼

市
民
生
活
部
次
長
待
遇
兼
西
木
地
域
セ
ン

タ
ー
所
長
（
文
化
財
課
長
）
安
杖
孝
正
▼

福
祉
保
健
部
次
長
兼
社
会
福
祉
課
長
（
社

会
福
祉
課
長
）
田
口
陽
三
▼
福
祉
保
健
部

次
長
待
遇
兼
長
寿
支
援
課
長
（
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
）
伊
藤
キ
エ
子
▼
福
祉
保

健
部
次
長
待
遇
兼
保
健
課
長
（
長
寿
子
育

て
課
長
）
高
藤
久
晴
▼
観
光
商
工
部
次
長

兼
観
光
課
長
（
農
山
村
活
性
課
長
）
田
口

安
業
▼
観
光
商
工
部
次
長
待
遇
兼
商
工
課

長
（
商
工
課
長
）
大
澤
清
▼
農
林
部
次
長

兼
農
山
村
活
性
課
長
（
税
務
課
長
）
藤
井

宏
助
▼
農
林
部
総
合
産
業
研
究
所
事
務
局

長
（
市
立
角
館
総
合
病
院
事
務
次
長
兼
管

理
課
長
）
花
脇
栄
一
▼
建
設
部
次
長
兼
建

設
課
長
（
建
設
課
長
）
佐
々
木
公
雄
▼
（
教

育
次
長
兼
教
育
総
務
課
長
（
生
涯
学
習
課

長
）
草
彅
悟
▼
教
育
次
長
待
遇
兼
イ
ベ
ン

ト
交
流
館
・
学
習
資
料
館
長
（
イ
ベ
ン
ト

交
流
館
・
学
習
資
料
館
館
長
）
菅
原
球
子

▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
（
市
立
田

沢
湖
病
院
事
務
長
）
熊
谷
直
人
▼
市
立
田

沢
湖
病
院
事
務
長
兼
総
務
管
理
課
長
（
学

校
教
育
課
長
）
藤
沢
孝
文
▼
市
立
角
館
総

合
病
院
事
務
長
（
保
健
課
長
）
水
平
憲
一

◆
総
務
部
【
総
務
課
】
▼
参
事
（
課
長
補

佐
）
畠
山
靖
▼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
（
総

務
係
長
）
齋
藤
栄
子
▼
課
長
補
佐
兼
秘
書

係
長
（
秘
書
係
長
）
朝
水
勝
巳
▼
主
任
（
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
主
任
）
皆
川
覚
▼
主
任

《
秋
田
県
市
町
村
課
派
遣
》（
主
任
）
村
岡

耕
平
▼
主
事
（
主
事
《
秋
田
県
市
町
村
課

派
遣
》）
明
平
英
晃
【
企
画
振
興
課
】
▼
参

事
（
総
務
課
課
長
補
佐
）
運
藤
良
克
▼
課

長
補
佐
兼
企
画
振
興
係
長
（
課
長
補
佐
）

高
橋
信
次
▼
課
長
補
佐
兼
民
活
協
働
係
長

《
併
任
》（
秋
田
県
総
務
部
人
事
課
よ
り
）

青
山
和
憲
▼
情
報
統
計
係
長
（
税
務
課
固

定
資
産
税
係
長
）
畠
山
幸
誠
▼
主
任
（
桜

苑
介
護
員
）
佐
々
木
信
介
▼
主
任
（
入
札

契
約
室
主
任
）
高
橋
康
▼
主
任
（
秋
田
県

産
業
労
働
部
食
品
産
業
課
派
遣
）
社
会
福

祉
課
主
任
）
佐
藤
善
文
【
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
】
▼
参
事
（
参
事
兼
角
館
公
民
館
長

兼
西
木
公
民
館
長
）
鈴
木
政
悦
▼
館
長
補

佐
兼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
係
長
（
館
長
補
佐
兼

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
係
長
兼
施
設
係
長
）
本
田

俊
彦
▼
施
設
係
長
（
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー

主
査
）
林
崎
文
男
【
政
策
推
進
課
】
▼
総

務
班
長
（
病
院
・
医
療
改
革
推
進
班
長
）

大
澤
裕
司
▼
病
院
・
医
療
改
革
推
進
班
長

（
企
画
振
興
課
企
画
振
興
係
長
）
能
美
正
俊

▼
主
任
（
企
業
局
業
務
課
主
任
）
堀
川
義

浩
【
財
政
課
】
▼
課
長
補
佐
（
保
健
課
課

長
補
佐
）
門
脇
朋
宏
【
入
札
契
約
室
】
▼

参
事
兼
室
長
（
建
設
課
課
長
補
佐
）
高
橋

昭
彦
▼
主
任
（
観
光
課
主
任
《
仙
北
地
域

振
興
局
派
遣
》
渡
辺
直
弥
▼
《
兼
務
》
門

脇
朋
宏
【
管
財
課
】
▼
参
事
（
課
長
補
佐
）

大
澤
龍
太
郎
▼
課
長
補
佐
《
財
産
区
》（
田

沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）
千
葉
浩

▼
財
産
区
係
長
（
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
主

査
）
奥
田
良
一
▼
主
査
（
下
水
道
課
主
査
）

豊
巻
泰
三
▼
技
術
員
（
田
沢
湖
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
技
術
員
）
伊
藤
里
己
▼
《
兼
務
》

千
葉
和
雄
【
所
得
税
還
付
等
調
査
局
】
▼

事
務
長
（
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）

伊
藤
一
彦
▼
主
任
（
政
策
推
進
課
主
任
）

佐
藤
真
▼
《
兼
務
》
嶋
村
寅
年
子
▼
《
兼
務
》

草
彅
郁
太
郎
▼
《
兼
務
》
樋
口
幸
一
【
税

務
課
】
▼
課
長
（
参
事
兼
収
納
対
策
室
長
）

加
藤
隆
政
▼
参
事
兼
収
納
対
策
室
長
（
政

策
推
進
課
課
長
補
佐
）
戸
澤
浩
▼
課
長
補

佐
（
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
生
活
福
祉
班

仙
北
市

　人
事
異
動

　
平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
（
　
）
内
は
前
職
等
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長
）
戸
村
和
子
▼
課
長
補
佐
《
固
定
資
産

税
》（
農
山
村
活
性
課
農
務
係
長
）
芳
賀
昭

範
▼
課
長
補
佐
兼
納
税
係
長
（
納
税
係
長
）

嶋
村
寅
年
子
▼
課
長
補
佐
（
市
民
税
係
長
）

草
彅
郁
太
郎
▼
固
定
資
産
税
係
長
（
主
任
）

村
瀬
克
広
▼
市
民
税
係
長
（
主
査
）
田
村

政
志
▼
主
任
（
角
館
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主
任
）
加
賀
谷
義
丸
▼
主
任
（
市
民
課
主

任
《
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
》）

高
橋
章
典
▼
主
事
（
下
水
道
課
主
事
）
渡

邉
吉
紀
▼
主
事
（
新
規
採
用
）
髙
橋
直
人

◆
市
民
生
活
部
【
市
民
課
】
▼
課
長
補
佐

（
市
民
係
長
）
佐
川
由
紀
子
▼
課
長
補
佐
兼

国
保
年
金
係
長
（
国
保
年
金
係
長
）
高
橋

重
悦
▼
市
民
係
長
（
主
査
）
高
橋
慶
子
▼

主
査
（
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
主
査
）
小
林

ひ
ふ
み
▼
主
査
（
主
任
）
田
口
聡
美
▼
主

任
（
イ
ベ
ン
ト
交
流
館
・
学
習
資
料
館
主
任
）

仲
野
谷
美
和
子
▼
主
任
《
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
派
遣
》（
税
務
課
主
任
）
浅
利

正
幹
▼
主
任
（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
主
任
）

樋
口
紀
子
【
神
代
診
療
所
】
▼
事
務
長
（
に

し
き
園
事
務
長
補
佐
）
佐
々
木
純
悦
▼
主

査
（
西
木
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
査
）
真

崎
智
明
▼
技
術
主
任
（
技
術
員
）
門
脇
貞

長
【
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
】
▼
所
長
補

佐
（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
）
伊
藤
静

子
▼
所
長
補
佐
《
生
保
内
地
域
運
営
体
》（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
）
鶴
田
和

則
▼
地
域
支
援
班
長
（
総
務
班
長
）
藤
原

一
恵
▼
主
任
《
生
保
内
地
域
運
営
体
》（
に

し
き
園
介
護
員
）
信
田
昌
史
▼
主
任
（
会

計
課
主
任
）
伊
藤
佑
▼
技
術
員
（
建
設
課

技
術
員
）
千
葉
和
雄
【
神
代
出
張
所
】
▼

所
長
補
佐
（
議
会
事
務
局
総
務
係
長
）
田

口
貴
代
子
▼
係
長
（
田
沢
湖
公
民
館
庶
務

係
長
）
三
浦
み
ど
り
▼
主
任
《
神
代
地
域

運
営
体
》（
市
民
会
館
主
任
）
津
嶋
英
徳
▼

主
任
（
主
事
）
吉
村
都
緒
子
▼
技
術
主
任
（
技

術
員
）
千
葉
玲
子
【
田
沢
出
張
所
】
▼
課

長
補
佐
（
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
総
務
班
長
）

浅
利
昌
子
▼
主
査
《
田
沢
地
域
運
営
体
》（
長

寿
子
育
て
課
主
査
）
千
田
千
春
▼
《
兼
務
》

藤
原
一
恵
▼
《
兼
務
》
伊
藤
佑
【
角
館
地

域
セ
ン
タ
ー
】
▼
所
長
補
佐
《
中
川
地
域

運
営
体
》（
総
務
班
長
）
黒
澤
久
美
子
▼
所

長
補
佐
《
白
岩
地
域
運
営
体
》（
社
会
福
祉

課
課
長
補
佐
）
雲
雀
昭
彦
▼
所
長
補
佐
《
雲

沢
地
域
運
営
体
》（
文
化
財
課
課
長
補
佐
）

佐
藤
龍
喜
▼
地
域
支
援
班
長
《
白
岩
地
域

運
営
体
》（
企
画
振
興
課
情
報
統
計
係
長
）

渡
辺
美
幸
▼
地
域
支
援
班
長
《
雲
沢
地
域

運
営
体
》（
政
策
推
進
課
病
院
・
医
療
改
革

推
進
班
長
）
千
葉
正
▼
地
域
支
援
班
長
《
角

館
地
域
運
営
体
》（
環
境
防
災
課
主
任
）
三

木
啓
元
▼
地
域
支
援
班
長
《
中
川
地
域
運

営
体
》（
班
長
《
地
域
運
営
体
担
当
》）
田

口
吉
博
▼
主
査
《
角
館
地
域
運
営
体
》（
桜

苑
主
査
）
菅
原
文
子
▼
主
任
《
角
館
地
域

運
営
体
》（
主
任
）
伊
澤
貴
子
【
西
木
地
域

セ
ン
タ
ー
】
▼
所
長
補
佐
《
西
明
寺
地
域

運
営
体
》（
主
査
）
田
口
み
ゐ
子
▼
所
長
補

佐
（
生
活
福
祉
班
長
）
芳
賀
京
子
▼
地
域

支
援
班
長
（
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
生
活
福

祉
班
長
）
芳
賀
満
希
子
▼
主
任
《
西
明
寺

地
域
運
営
体
》（
西
木
公
民
館
主
任
）
浅
利

大
輔
▼
《
兼
務
》
鈴
木
勝
久
【
桧
木
内
出

張
所
】
▼
係
長
（
長
寿
子
育
て
課
子
育
て

支
援
係
長
）
浅
利
浩
子
▼
主
任
《
桧
木
内

地
域
運
営
体
》（
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
主

任
）
藤
枝
奈
美
子
【
上
桧
木
内
出
張
所
】

▼
係
長
（
主
査
）
伊
藤
一
智
【
環
境
防
災
課
】

▼
課
長
（
検
査
室
長
）
田
中
司
▼
課
長
補

佐
《
生
活
環
境
》（
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所

長
補
佐
兼
廃
棄
物
処
理
係
長
）
鈴
木
吉
雄

▼
課
長
補
佐
（
係
長
）
清
水
洋
衛
▼
交
通

防
災
係
長
（
主
査
）
畠
山
和
人
▼
主
任
（
長

寿
子
育
て
課
主
任
）
湯
澤
満
▼
主
任
（
教

育
総
務
課
主
任
）
木
元
康
幸
▼
主
事
（
観

光
課
主
事
）
戸
堀
忠
俊
【
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
】
▼
所
長
（
神
代
出
張
所
長
兼
田
沢

出
張
所
長
）
大
楽
裕
▼
参
事
（
教
育
総
務

課
課
長
補
佐
）
能
美
寛
一
▼
所
長
補
佐
兼

廃
棄
物
処
理
係
長
（
環
境
防
災
課
交
通
防

災
係
長
）
千
葉
幸
仁
▼
施
設
運
営
係
長
《
角

館
最
終
処
分
場
》（
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー

振
興
班
長
）
高
橋
光
一
▼
主
査
《
田
沢
湖

最
終
処
分
場
》（
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
主

査
）
高
橋
敏
男
▼
主
査
（
角
館
公
民
館
主
査
）

西
宮
薫
▼
主
事
《
西
木
最
終
処
分
場
》（
緊

急
雇
用
対
策
室
主
事
）
齋
藤
篤

◆
福
祉
保
健
部
【
社
会
福
祉
課
】
▼
課
長

補
佐
兼
福
祉
政
策
係
長
（
長
寿
子
育
て
課

課
長
補
佐
）
羽
崎
祥
一
▼
課
長
補
佐
兼
障

害
福
祉
係
長
（
保
護
係
長
）
田
代
政
彦
▼

保
護
係
長
（
寿
楽
荘
主
査
）
佐
藤
潔
▼
主

査
（
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
主
査
）
熊
谷
由

佳
利
▼
主
査
（
桜
苑
主
査
）
田
口
須
久
美

▼
主
査
（
主
任
）
千
葉
裕
▼
主
事
（
税
務

課
主
事
）
髙
橋
三
千
年
【
子
育
て
推
進
課
】

▼
課
長
（
長
寿
子
育
て
課
参
事
）
佐
藤
く

み
子
▼
参
事
（
税
務
課
課
長
補
佐
）
草
彅

裕
士
▼
家
庭
援
護
係
長
（
長
寿
子
育
て
課

主
査
）
小
松
あ
い
子
▼
子
育
て
支
援
係
長

（
長
寿
子
育
て
課
主
査
）
相
馬
淳
子
▼
主
査

（
桜
苑
介
護
員
）
渡
部
奈
那
緒
▼
主
査
（
観

光
課
主
査
）
堀
川
順
子
▼
主
査
（
税
務
課

主
任
）
戸
嶋
雅
美
▼
主
任
保
健
師
（
保
健

課
主
任
保
健
師
）
高
橋
悦
子
▼
主
任
兼
主

任
栄
養
士
（
保
健
課
主
任
栄
養
士
）
村
田

美
保
子
【
長
寿
支
援
課
】
▼
課
長
補
佐
（
観

光
課
課
長
補
佐
）
高
橋
精
一
▼
課
長
補
佐

兼
長
寿
い
き
が
い
係
長
（
長
寿
子
育
て
課

長
寿
い
き
が
い
係
長
）
冨
岡
美
津
子
▼
主

査
（
に
し
き
園
介
護
員
）
藤
川
美
紀
▼
主

査
（
田
沢
出
張
所
主
査
）
佐
藤
憲
悦
▼
主

事
《
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
派
遣
》

（
長
寿
子
育
て
課
主
事
《
大
曲
仙
北
広
域
市
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町
村
圏
組
合
派
遣
》）
草
彅
拓
也
▼
仙
北
市

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
管
理
者
（
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
主
査
）
大
石
好
子
▼
仙
北
市

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
主
査
（
角
館
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
主
査
）
吉
村
美
由
喜
▼

仙
北
市
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
主
任
（
角

館
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
主
任
）
伊
藤
静

▼
仙
北
市
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
主
任
栄

養
士
（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
主
任
栄
養
士
）

山
館
桃
▼
仙
北
市
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

主
任
看
護
師
兼
介
護
支
援
専
門
員
（
に
し

き
園
主
任
看
護
師
）
高
貝
眞
澄
【
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
】
▼
所
長
（
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
参
事
）
赤
坂
宏
秀
▼
所
長
補
佐
兼
社

会
福
祉
士
（
係
長
）
浅
利
和
磨
▼
係
長
（
角

館
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
管
理
者
）
石
崎

多
代
子
▼
主
査
（
に
し
き
園
介
護
員
）
藤

本
順
子
▼
主
事
兼
社
会
福
祉
士
《
新
規
採

用
》
古
賀
亮
子
【
保
健
課
】
▼
参
事
（
課

長
補
佐
兼
保
健
指
導
係
長
）
浦
山
昇
▼
課

長
補
佐
（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
）
伊
藤

清
美
▼
保
健
指
導
係
長
兼
主
任
保
健
師
（
主

任
保
健
師
）
坂
本
久
子
▼
予
防
衛
生
係
長

兼
主
任
保
健
師
（
主
任
保
健
師
）
阿
部
栄

子
▼
主
任
（
市
民
課
主
任
）
戸
嶋
く
み
子

▼
主
任
保
健
師
（
長
寿
子
育
て
課
主
任
保

健
師
）
草
彅
照
美
▼
管
理
栄
養
士
（
栄
養

士
）
戸
澤
美
加
子
▼
管
理
栄
養
士
（
栄
養
士
）

渡
辺
百
合
子
【
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
】
▼

所
長
《
併
任
》
西
脇
裕
高
▼
主
任
（
長
寿

子
育
て
課
主
任
）
伊
藤
カ
オ
リ
【
角
館
保

育
園
】
▼
園
長
《
課
長
補
佐
級
》（
白
岩
小

百
合
保
育
園
長
）
千
葉
悦
子
▼
副
園
長
《
課

長
補
佐
級
》（
中
川
保
育
園
副
園
長
）
新
目

ユ
ミ
子
▼
副
園
長
《
課
長
補
佐
級
》（
副
園

長
）
高
橋
智
子
▼
主
査
保
育
士
（
主
任
保

育
士
）
柏
谷
郁
美
▼
主
任
管
理
栄
養
士
（
桜

苑
主
任
栄
養
士
）
藤
田
啓
子
【
白
岩
小
百

合
保
育
園
】
▼
園
長
《
課
長
補
佐
級
》（
ひ

の
き
な
い
保
育
園
副
園
長
）
堀
川
満
喜
子

【
角
館
西
保
育
園
】
▼
園
長
《
課
長
補
佐
級
》

（
園
長
）
伊
藤
タ
ツ
子
【
中
川
保
育
園
】
▼

園
長
《
課
長
補
佐
級
》（
園
長
）
鈴
木
美
代

子
▼
副
園
長
（
角
館
保
育
園
主
査
保
育
士
）

山
本
玲
子
▼
主
査
保
育
士
（
角
館
保
育
園

主
査
保
育
士
）
松
橋
千
幸
【
生
保
内
保
育

園
】
▼
参
事
兼
園
長
（
園
長
）
伊
藤
州
子

▼
副
園
長
《
課
長
補
佐
級
》（
副
園
長
）
藤

原
春
美
▼
副
園
長
《
併
任
》
佐
々
木
真
貴

子
▼
主
査
保
育
士
《
併
任
》
中
島
美
由
紀

▼
主
査
保
育
士
（
神
代
保
育
園
主
査
保
育

士
）
横
田
笑
子
▼
主
任
栄
養
士
（
寿
楽
荘

主
任
栄
養
士
）
川
村
加
寿
子
▼
技
術
員
（
田

沢
幼
稚
園
技
術
員
）
千
田
し
づ
子
【
神
代

保
育
園
】
▼
参
事
兼
園
長
（
園
長
）
中
村

啓
子
▼
副
園
長
《
課
長
補
佐
級
》（
副
園
長
）

高
橋
恵
子
▼
主
査
保
育
士
（
神
代
幼
稚
園

主
査
教
諭
）
川
井
朋
子
▼
主
査
保
育
士
（
生

保
内
保
育
園
主
査
保
育
士
）
畠
山
孝
子
▼

主
査
保
育
士
《
併
任
》
熊
谷
ひ
と
み
▼
主

任
保
育
士
（
保
育
士
）
村
田
信
子
▼
主
任

保
育
士
（
保
育
士
）
大
石
智
恵
▼
主
任
栄

養
士
（
生
保
内
保
育
園
主
任
栄
養
士
）
羽

崎
美
鈴
▼
技
術
員
（
田
沢
湖
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
調
理
師
）
堀
川
則
子
【
に
こ
に
こ

保
育
園
】
▼
参
事
兼
園
長
（
園
長
）
布
谷

茂
子
▼
副
園
長
《
課
長
補
佐
級
》（
副
園
長
）

辻
谷
恵
子
【
ひ
の
き
な
い
保
育
園
】
▼
園

長
《
課
長
補
佐
級
》（
園
長
）
草
彅
喜
世
子

▼
副
園
長
（
中
川
保
育
園
主
査
保
育
士
）

鈴
木
美
智
子
【
に
し
き
園
】
▼
事
務
長
（
寿

楽
荘
施
設
長
）
嶋
村
武
雄
▼
事
務
長
補
佐

（
桧
木
内
出
張
所
係
長
）
照
島
幸
勇
▼
主
査

（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
査
）
木
元
久
美
子

▼
理
学
療
法
士
（
市
立
角
館
総
合
病
院
理

学
療
法
士
）
柴
田
和
哉
▼
理
学
療
法
士
《
新

規
採
用
》
鈴
木
鋼
太
▼
管
理
栄
養
士
（
栄

養
士
）
相
馬
利
恵
▼
看
護
師
長
（
主
任
看

護
師
）
小
林
美
名
子
▼
准
看
護
師
（
寿
楽

荘
准
看
護
師
）
鈴
木
加
代
子
▼
介
護
員
（
寿

楽
荘
介
護
員
）
加
藤
直
子
▼
介
護
員
（
寿

楽
荘
介
護
員
）
鈴
木
弘
康
▼
介
護
員
（
桜

苑
介
護
員
）
高
橋
選
子
▼
介
護
員
（
桜
苑

介
護
員
）
鈴
木
マ
キ
▼
介
護
員
（
田
沢
湖

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
師
）
大
石
基
▼

介
護
員
（
桜
苑
介
護
員
）
菊
地
寿
子

◆
農
林
部
【
農
山
村
活
性
課
】
▼
参
事
（
課

長
補
佐
）
佐
川
昇
平
▼
課
長
補
佐
兼
林
務

係
長
（
林
務
係
長
）
山
田
幸
一
▼
課
長
補

佐
《
農
村
整
備
》（
観
光
課
課
長
補
佐
）
高

橋
徳
夫
▼
課
長
補
佐
（
政
策
調
整
係
長
）

藤
村
幸
子
▼
農
務
係
長
（
主
査
）
齋
藤
洋

▼
農
村
整
備
係
長
（
下
水
道
課
主
査
）
門

脇
達
也
▼
主
査
（
主
任
）
樫
尾
健
▼
主
任
（
技

術
員
）
佐
藤
勉
▼
主
任
（
学
校
教
育
課
主
任
）

戸
澤
真
▼
主
任
（
環
境
防
災
課
主
任
）
佐
々

木
邦
憲
▼
主
任
《
秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同

組
合
派
遣
》（
主
任
）
齋
藤
和
彦
【
秋
田
ス

ギ
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
】
▼
所

長
（
農
山
村
活
性
課
参
事
）
高
橋
昇
治
▼

主
査
（
寿
楽
荘
介
護
員
）
小
林
正
人
【
総

合
産
業
研
究
所
】
▼
事
務
局
長
補
佐
（
農

山
村
活
性
課
農
村
整
備
係
長
）
八
柳
司
▼

係
長
（
税
務
課
収
納
対
策
室
係
長
《
秋
田

お
ば
こ
農
業
協
同
組
合
派
遣
》）
畠
山
徹

【
農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室
】
▼
参
事
兼
室

長
《
併
任
》（
秋
田
県
総
務
部
人
事
課
よ
り
）

泉
谷
衆
▼
係
長
（
企
画
振
興
課
主
査
《
秋

田
県
産
業
労
働
部
食
品
産
業
課
派
遣
》）
高

倉
正
人
▼
主
任
（
農
山
村
活
性
課
主
任
）

佐
々
木
美
樹
子

◆
観
光
商
工
部
【
商
工
課
】
主
任
《
財
団

法
人
あ
き
た
企
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
派
遣
》

（
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
主
任
）
千
代
雅
和
▼

技
術
員
（
桜
苑
介
護
員
）
伊
藤
美
佳
【
緊

急
雇
用
対
策
室
】
▼
《
兼
務
》
高
橋
牧
子
【
樺

細
工
伝
承
館
】
▼
館
長
補
佐
兼
学
芸
員
（
社

会
福
祉
課
総
務
企
画
係
長
）
柏
谷
真
一
【
観
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光
課
】
▼
参
事
（
総
合
産
業
研
究
所
事
務

局
長
補
佐
）
草
彅
博
美
▼
課
長
補
佐
兼
観

光
係
長
（
課
長
補
佐
）
中
村
和
彦
▼
課
長

補
佐
《
企
画
宣
伝
》（
学
校
教
育
課
学
校
教

育
係
長
）
細
川
秀
清
▼
主
任
（
桜
苑
介
護

員
）
藤
原
水
無
子
▼
主
事
（
田
沢
湖
地
域

セ
ン
タ
ー
主
事
）
三
浦
亜
里
沙
▼
主
事
《
秋

田
県
産
業
労
働
部
観
光
課
派
遣
》（
商
工
課

主
事
）
橋
本
嶺
▼
主
事
（
新
規
採
用
）
佐
々

木
一
総
【
仙
北
市
Ｔ
Ｉ
Ｃ
】
▼
所
長
（
観

光
課
課
長
補
佐
）
冨
木
弘
一
▼
所
長
補
佐

《
併
任
》（
仙
北
地
域
振
興
局
よ
り
）
熊
谷

英
樹
▼
主
事
（
観
光
課
主
事
）
柏
谷
有
紀

◆
建
設
部
【
建
設
課
】
▼
課
長
補
佐
《
維
持
》

（
下
水
道
課
課
長
補
佐
）
高
橋
吉
一
▼
課
長

補
佐
《
工
事
》（
工
事
係
長
）
藤
井
正
▼
工

事
係
長
《
主
査
》
門
脇
秀
利
▼
主
任
（
企

業
局
工
務
課
主
任
）
高
橋
三
輝
▼
主
事
（
に

し
き
園
介
護
員
）
伊
藤
勇
也
▼
主
事
（
都

市
整
備
課
主
事
）
川
瀬
大
嗣
▼
主
事
《
技
師
》

（
新
規
採
用
）
国
井
武
▼
《
兼
務
》
田
口
孝

男
【
都
市
整
備
課
】
課
長
補
佐
兼
住
宅
公

園
係
長
（
課
長
補
佐
）
小
松
誠
一
▼
主
査
（
に

し
き
園
介
護
員
）	

渡
邊
敬
▼
主
査
（
主
任
）

柏
谷
友
美
▼
主
任
（
建
設
課
主
任
）
伊
澤

達
也
【
下
水
道
課
】
▼
課
長
（
企
業
局
業

務
課
参
事
）
高
橋
貞
二
▼
参
事
（
長
寿
子

育
て
課
課
長
補
佐
）
草
彅
正
敏
▼
課
長
補

佐
兼
整
備
係
長
（
整
備
係
長
）
西
宮
雅
成

▼
主
査
（
学
校
教
育
課
主
査
）
浅
利
一
美

▼
主
任
（
生
涯
学
習
課
主
事
）
柴
田
政
文

▼
主
任
（
管
財
課
主
任
）
草
彅
聡

◆
会
計
管
理
者
【
会
計
課
】
▼
課
長
補
佐

（
長
寿
子
育
て
課
課
長
補
佐
）
長
松
谷
光
▼

会
計
係
長
（
主
査
）
草
彅
髙
子
▼
主
事
（
建

設
課
主
事
）
佐
々
木
駿
輔
【
検
査
室
】
▼

参
事
兼
室
長
（
建
設
課
課
長
補
佐
）
簗
田

正◆
教
育
委
員
会
【
教
育
総
務
課
】
▼
課
長

補
佐
（
会
計
課
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
）

高
橋
和
宏
▼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
（
田

沢
出
張
所
係
長
）
高
倉
忠
子
▼
主
任
（
市

民
課
主
任
）
栗
原
由
紀
子
【
教
育
指
導
課
】

課
長
（
秋
田
県
教
育
委
員
会
よ
り
）
田
口

桂
一
郎
▼
参
事
（
教
育
総
務
課
課
長
補
佐

兼
総
務
係
長
）
平
岡
有
介
▼
課
長
補
佐
（
学

校
教
育
課
課
長
補
佐
）
渡
辺
久
信
▼
教
育

指
導
係
長
（
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
主
査
）

田
口
歌
子
▼
主
任
（
学
校
教
育
課
主
任
）

大
山
勝
美
▼
主
任
（
企
画
振
興
課
主
任
）

佐
藤
博
範
【
北
浦
教
育
文
化
研
究
所
】
▼

参
事
兼
所
長
（
秋
田
県
教
育
委
員
会
よ
り
）

鈴
木
達
朗
▼
指
導
主
事
《
併
任
》（
秋
田
県

教
育
委
員
会
よ
り
）
梁
田
一
史
▼
指
導
主

事
（
秋
田
県
教
育
委
員
会
よ
り
）
三
浦
政

喜
▼
《
兼
務
》
田
口
歌
子
【
田
沢
幼
稚
園
】

▼
園
長
《
課
長
補
佐
級
》（
生
保
内
幼
稚
園

副
園
長
）
田
中
雅
子
▼
技
術
主
任
（
生
保

内
保
育
園
技
術
員
）
柴
田
真
理
子
【
生
保

内
幼
稚
園
】
副
園
長
《
課
長
補
佐
級
》（
主

査
教
諭
）
佐
々
木
真
貴
子
▼
主
査
教
諭
（
神

代
保
育
園
主
査
保
育
士
）
中
島
美
由
紀
▼

主
査
教
諭
《
併
任
》
横
田
笑
子
【
神
代
幼

稚
園
】
▼
副
園
長
《
課
長
補
佐
級
》（
副
園

長
）
平
岡
千
寿
子
▼
主
査
教
諭
（
神
代
保

育
園
主
査
保
育
士
）
熊
谷
ひ
と
み
▼
主
査

教
諭
《
併
任
》
川
井
朋
子
▼
主
査
教
諭
《
併

任
》
畠
山
孝
子
▼
主
任
教
諭
《
併
任
》
村

田
信
子
▼
主
任
教
諭
《
併
任
》
大
石
智
恵

【
白
岩
小
学
校
】
▼
技
術
員
（
角
館
公
民
館

技
術
員
）
船
山
純
子
【
神
代
小
学
校 

】
技

術
主
任
（
生
保
内
小
学
校
技
術
主
任
）
田

村
美
紀
子
【
角
館
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

▼
所
長
《
兼
任
》
熊
谷
綾
子
▼
所
長
補
佐

（
樺
細
工
伝
承
館
主
査
）
畠
山
聖
子
【
田
沢

湖
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】
▼
係
長
（
市
立

田
沢
湖
病
院
総
務
管
理
課
総
務
係
長
）
運

藤
俊
子
▼
技
術
員
（
白
岩
小
学
校
技
術
員
）

高
橋
繁
幸
【
西
木
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

▼
所
長
《
兼
任
》
熊
谷
綾
子
▼
主
任
（
税

務
課
主
任
）
門
脇
久
行
【
生
涯
学
習
課
】

▼
課
長
（
観
光
課
参
事
）
成
田
祐
子
▼
課

長
補
佐
（
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）

藤
村
一
栄
▼
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長

（
総
合
産
業
研
究
所
事
務
局
長
補
佐
）
佐
藤

人
志
【
田
沢
湖
公
民
館
】
▼
参
事
兼
館
長

（
環
境
防
災
課
課
長
補
佐
）
新
山
弘
伸
▼
事

業
係
長
兼
庶
務
係
長
（
事
業
係
長
）
佐
々

木
幸
美
▼
主
査
（
長
寿
子
育
て
課
主
査
）

戸
嶋
葉
子
【
角
館
公
民
館
】
参
事
兼
館
長

（
農
山
村
活
性
課
課
長
補
佐
）
雲
雀
秀
人
▼

主
査
兼
主
任
栄
養
士
（
神
代
保
育
園
主
任

栄
養
士
）
林
崎
ひ
と
み
▼
技
術
員
（
平
福

記
念
美
術
館
技
術
員
）
畠
山
裕
子
【
西
木

公
民
館
】
▼
館
長
《
兼
任
》
雲
雀
秀
人
▼

館
長
補
佐
（
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
長
）

武
藤
真
利
子
▼
主
任
（
に
し
き
園
介
護
員
）

門
脇
千
秋
【
市
民
会
館
】
▼
主
査
（
管
財

課
技
術
員
）
星
野
悟
之
【
イ
ベ
ン
ト
交
流

館･

学
習
資
料
館
】
▼
館
長
補
佐
兼
管
理

係
長
（
管
理
係
長
）
高
橋
眞
行
美
▼
業
務

係
長
（
環
境
防
災
課
主
査
）
水
平
裕
見
子

▼
主
任
（
長
寿
子
育
て
課
主
任
）
明
平
裕

子
【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
】
▼
課
長
（
環
境

防
災
課
長
）
髙
村
省
弘
▼
課
長
補
佐
（
生

涯
学
習
課
課
長
補
佐
）
草
彅
正
勝
▼
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
長
（
観
光
課
観
光
係
長
）
草
彅

秀
典
▼
主
査
（
生
涯
学
習
課
主
査
）
高
橋

達
▼
主
任
（
教
育
総
務
課
主
任
）
齋
藤
千

春
【
文
化
財
課
】
▼
課
長
（
田
沢
湖
公
民

館
館
長
）
船
山
睦
▼
課
長
補
佐
（
都
市
整

備
課
住
宅
公
園
係
長
）
橋
本
定
美
▼
文
化

財
係
長
（
平
福
記
念
美
術
館
管
理
係
長
兼

事
業
係
長
）
松
橋
幸
太
郎
【
平
福
記
念
美

術
館
】
▼
管
理
係
長
兼
事
業
係
長
（
イ
ベ

ン
ト
交
流
館
・
学
習
資
料
館
業
務
係
長
）

萩
原
宏
道
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◆
議
会
事
務
局
▼
書
記
《
総
務
係
長
》（
寿

楽
荘
主
査
）
高
階
栄
子

◆
監
査
委
員
事
務
局
▼
書
記
《
係
長
》（
田

沢
湖
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
査
）
竹
村
早

苗
▼
書
記
《
併
任
》
青
山
昌
宏

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
▼
書
記
《
係

長
》（
に
し
き
園
主
査
）
保
坂
博
明

◆
企
業
局
【
業
務
課
】
▼
課
長
補
佐
（
工

務
課
課
長
補
佐
）
浅
利
喜
一
郎
▼
業
務
係

長
（
市
民
課
主
査
）
高
橋
加
名
子
【
工
務
課
】

▼
課
長
補
佐
（
工
務
係
長
）
辻
義
男
▼
工

務
係
長
（
主
査
）
上
藤
睦
美
▼
主
査
（
農

山
村
活
性
課
技
術
主
任
）
稲
田
忠
晴
▼
主

任
（
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
主
任
）
金
谷

孝
昭

◆
病
院
事
業
▼
病
院
事
業
管
理
者
・
宮
川

信◆
医
療
局
【
医
療
管
理
課
】
▼
課
長
補
佐

《
兼
任
》
菅
原
貞
男
▼
課
長
補
佐
兼
総
務
係

長
《
併
任
》
佐
藤
義
一
▼
管
理
係
長
《
併

任
》
能
美
正
俊
▼
《
併
任
》
堀
川
義
浩
▼

《
兼
務
》
髙
橋
貴
幸			




	

◆
市
立
田
沢
湖
病
院
▼
内
科
医
師
《
併
任
》

（
秋
田
県
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
よ
り
）

笹
渕
美
香
【
栄
養
課
】
▼
主
任
管
理
栄
養

士
（
主
任
栄
養
士
）
大
山
と
し
子
【
看
護
科
】

▼
准
看
護
師
（
桜
苑
准
看
護
師
）
三
浦
恵

美
子
▼
看
護
師
（
新
規
採
用
）
工
藤
清
登
【
総

務
管
理
課
】
▼
総
務
管
理
係
長
（
市
立
角

館
総
合
病
院
管
理
課
会
計
係
長
）
杉
本
貴

志
▼
技
術
主
任
（
技
術
員
）
金
本
義
明

◆
市
立
角
館
総
合
病
院
【
診
療
部
】
▼
消

化
器
内
科
科
長
（
新
規
採
用
）
西
脇
裕
高

▼
総
合
診
療
科
科
長
《
併
任
》（
秋
田
県
健

康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
よ
り
）
佐
藤
裕
太

▼
精
神
科
医
長
（
新
規
採
用
）
岩
城
忍
▼

消
化
器
内
科
医
師
（
新
規
採
用
）
一
政
克

朗
▼
整
形
外
科
医
師
（
新
規
採
用
）
杉
村

祐
介
▼
産
婦
人
科
医
師
《
新
規
採
用
）
菅

原
多
恵
▼
臨
床
検
査
技
師
（
新
規
採
用
）

戸
堀
健
司
▼
理
学
療
法
士
（
に
し
き
園
理

学
療
法
士
）
青
柳
智
子
【
看
護
部
】
▼
看

護
部
長
（
副
看
護
部
長
）
菅
原
智
恵
子
▼

副
看
護
部
長
（
第
三
西
病
棟
看
護
師
長
）

藤
原
紀
津
子
▼
第
三
西
病
棟
看
護
師
長
（
外

来
診
療
室
看
護
師
長
）
藤
原
幸
子
▼
外
来

診
療
室
看
護
師
長
（
第
二
病
棟
主
任
看
護

師
）
石
郷
岡
久
美
子
▼
外
来
診
療
室
看
護

師
長
（
第
五
病
棟
主
任
看
護
師
）
畠
本
厚

子
▼
第
四
病
東
病
棟
主
任
看
護
師
（
第
三

東
病
棟
主
任
看
護
師
）
田
村
妙
子
▼
第
三

東
病
棟
主
任
看
護
師
（
第
四
西
病
棟
主
任

看
護
師
）
渡
部
静
子
▼
第
四
西
病
棟
主
任

看
護
師
（
第
四
東
病
棟
主
任
看
護
師
）
林

崎
映
子
▼
第
二
病
棟
主
任
看
護
師
（
外
来

診
療
室
主
任
看
護
師
）
佐
藤
恵
子
▼
第
五

病
棟
主
任
看
護
師
（
看
護
師
）
真
崎
祥
子

▼
第
二
病
棟
主
任
看
護
師
（
看
護
師
）
八

柳
代
志
子
▼
外
来
診
療
室
主
任
看
護
師
（
看

護
師
）
斉
藤
美
亜
▼
看
護
師
（
桜
苑
看
護

師
）
川
村
明
美
▼
看
護
師
（
寿
楽
荘
看
護
師
）

雲
雀
弥
生
▼
准
看
護
師
（
桜
苑
准
看
護
師
）

高
根
美
穂
子
▼
看
護
師
（
新
規
採
用
）
草

薙
千
亜
希
▼
看
護
師
（
新
規
採
用
）
辻
谷

瑞
希
▼
看
護
師
（
新
規
採
用
）
栗
山
麻
衣

子
▼
看
護
師
（
新
規
採
用
）
加
藤
恵
梨
佳

▼
看
護
師
（
新
規
採
用
）
草
彅
彩
佳
▼
看

護
助
手
《
主
査
》（
薬
剤
科
助
手
《
主
査
》）

杉
野
明
【
事
務
部
】〔
総
務
管
理
課
〕
▼
課

長
（
総
務
企
画
課
長
）
杉
澤
和
賢
▼
課
長

補
佐
（
総
務
企
画
課
主
査
）
伊
藤
恵
美
子

▼
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
（
管
理
課
課
長

補
佐
）
菅
原
勝
人
▼
課
長
補
佐
（
財
政
課

課
長
補
佐
）
菅
原
貞
男
▼
総
務
企
画
係
長

（
総
務
企
画
課
企
画
係
長
）
高
橋
貴
幸
▼
主

任
（
監
査
委
員
事
務
局
主
任
）
柏
谷
英
俊

▼
主
事
（
総
務
企
画
課
主
事
）
赤
坂
知
衡

▼
主
任
ボ
イ
ラ
ー
技
士
（
管
理
課
ボ
イ
ラ
ー

技
士
）
種
倉
竹
松
▼
ボ
イ
ラ
ー
技
士
（
管

理
課
ボ
イ
ラ
ー
技
士
）
鈴
木
博
明
▼
ボ
イ

ラ
ー
技
士
（
管
理
課
ボ
イ
ラ
ー
技
士
）
伊

藤
仁
〔
医
事
課
〕
▼
課
長
（
神
代
診
療
所

事
務
長
）
米
澤
実
▼
課
長
補
佐
（
医
事
係
長
）

茂
木
絹
子
▼
医
事
係
長
（
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
主
査
）
米
沢
ア
ツ
子

◆
退
職
者
▼
佐
藤
秀
夫
▼
雲
雀
芳
幸
▼
髙

橋
正
市
▼
田
口
総
一
▼
茂
木
正
道
▼
小
木

田
隆
▼
田
口
正
明
▼
石
郷
岡
宗
幸
▼
鈴
木

孝
太
郎
▼
真
崎
栄
子
▼
小
玉
義
隆
▼
清
水

力
▼
千
葉
量
子
▼
高
橋
敏
樹
▼
千
葉
け
い

子
▼
今
野
公
誠
▼
進
藤
準
子
▼
田
村
美
保

子
▼
菅
原
百
合
子
▼
伊
藤
大
介
▼
布
谷
由

紀
子
▼
平
鹿
久
義
▼
陶
り
ち
子
▼
鈴
木
治

▼
井
上
一
彦
▼
藤
井
愛
子
▼
赤
倉
武
弘
▼

吉
田
美
紀
子
▼
秋
山
博
▼
細
谷
寿
久
▼
松

本
志
郎
▼
松
本
歩
▼
高
橋
裕
哉
▼
五
十
嵐

健
太
▼
吉
田
壽
賀
子
▼
武
田
利
美
▼
木
元

京
子
▼
鈴
木
敦
子
▼
門
脇
庸
子
▼
高
橋
加

奈
子
▼
小
林
由
香
▼
塚
本
梢
▼
佐
藤
誠
子

▼
渡
辺
よ
う
子
▼
亀
谷
美
紀
子
▼
加
賀
谷

桂
子
▼
長
谷
川
孝
一
▼
高
橋
み
さ
子
▼
小

松
利
江
子
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仙北市人事異動
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２
月
14
日
か
ら
３
日
間
、
東
京

で
行
わ
れ
た
消
防
団
幹
部
候
補
中

央
特
別
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

秋
田
県
か
ら
２
人
、
全
国
か
ら
91

人
の
女
性
団
員
が
参
加
し
、
７
人

の
先
生
の
講
話
を
聞
き
、
知
識
や

考
え
方
を
学
び
、
団
員
と
し
て
視

野
が
広
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
４

つ
の
班
に
分
か
れ
て
の
討
議
で
「
女

性
消
防
団
の
役
割
に
つ
い
て
」
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
境
遇
も
活
動
も
違
い
、
明
確
な

役
割
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
か
っ

た
で
す
。
た
だ
、
全
員
が
地
域
に

貢
献
し
た
い
思
い
が
強
く
、
活
発

な
討
議
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
は
男
女
の
差
よ
り
個
々
の
差

に
な
り
つ
つ
あ
る
世
の
中
で
、
や

は
り
女
性
特
有
の
ソ
フ
ト
さ
や
細

や
か
な
気
配
り
を
活
か
し
、
消
防

団
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
に
な
る
こ

と
が
、
私
た
ち
の
役
割
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
学
ん
で
来
た
こ
と
を
団
員

に
伝
え
る
た
め
、
す
ぐ
に
勉
強
会

を
開
き
ま
し
た
。
小
さ
な
事
で
も
、

で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
取
り

組
ん
で
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
私
た
ち
が
こ
う
し
た
活

動
を
で
き
る
の
は
、
職
場
や
家
族

の
理
解
と
協
力
が
あ
る
か
ら
で
す
。

地
域
の
方
か
ら
の
温
か
い
声
援
も

励
み
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
活
動

し
て
行
き
た
い
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
全
国
の
女
性
消

防
団
が
「
サ
ン
キ
ュ
」「
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
」

な
ど
４
誌
に
登
場
し
ま
す
。
消
防

団
の
こ
と
が
詳
し
く
載
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
見
て
く
だ

さ
い
。

仙
北
市
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
コ
ラ
ム

が
ん
ば
る
！

　
女
性
消
防
団

今
回
は
…　

西
宮
三
春
さ
ん

　

仙
北
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
の
交
流
研
修
会
が
３
月
５
日

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
１
１
０

人
の
会
員
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
原
点
と
い
え

る
「
優
し
さ
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
斎
藤
昭
道
氏
に
よ
る
基
調
講
演

の
他
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

多
様
な
活
動
報
告
も
発
表
さ
れ
、

参
加
し
た
会
員
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
会
員
同
士
の

情
報
交
換
や
親
睦
も
深
め
ら
れ
た

こ
の
勉
強
会
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
輪
の
一
層
の
広
が
り
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

仙
北
市
交
通
安
全
母
の
会
の
会

員
が
３
月
４
日
、
７
日
、
８
日
の

３
日
間
に
わ
た
り
、
主
に
新
入
学

児
童
を
対
象
に
市
内
の
保
育
園
、

幼
稚
園
で
交
通
安
全
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
員
が
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
拡
大
し
た
も
の
や
道
路
標
識

を
用
い
て
、
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い

て
説
明
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
新
入
学
（
園
）
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
市
民
の
皆

様
も
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　新入学（園）期の交通安全運動
　４月６日（水）～ 12 日（火）

伝
え
よ
う
、
や
っ
て
み
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
交
流
研
修
会

交通安全母の会
　  交通安全教室を開催



◆募集予定期間　4月1日から15日まで

◆募集業種・人数　事務補助員1人

◆事業名　高齢者世帯生活支援事業

　【仕事内容】高齢者等の見守りに関するルールづ

　くりに必要な事務補助。会議記録補助他、パソコ

　ンを使った業務。

◆雇用予定期間

　①平成23年5月1日から6カ月

　　（必要に応じて更新される場合があります）

　②平成23年11月1日から5カ月

◆申込方法　ハローワーク角館からの紹介状と履

　歴書を長寿支援課へご持参願います。（郵送での

　受付はしません）

※採用については、書類、面接およびパソコン実技

によって選考します。

※仙北市臨時職員募集は、企業の景気悪化により解

雇および離職を余儀なくされた方、仙北市民の方を

優先させていただきます。

◆問合せ　仙北市長寿支援課　 43-2281

北市臨時職員募集仙

フンの後始末は飼い主のマナーです！

　散歩中したフンは、ビニール袋などに入れて持

ち帰り処理しましょう。

放し飼いはやめましょう！

　放し飼いは、人にとっては、咬傷事件、フン害、

望まない子犬を増やす要因になるなど迷惑な行為

です。一方、犬にとっても交通事故に巻き込まれ

たり、危険を防ぐために捕獲される場合もあり、

同じように迷惑なことです。

猫の迷惑行為について！

　「猫に庭や家屋を荒された」「鳴き声がうるさい」

「糞尿で汚された」などの苦情や相談が増加してい

ます。これらは飼い主の気配りと責任ある飼育で

改善できます。無責任な飼育は、近隣の人々に不

満を抱かせ、近隣トラブルの原因になります。飼

い主の方は飼い猫が迷惑行為をおこさないよう

しっかりと管理しましょう。

◆問合せ　仙北市環境防災課　生活環境係

　　　　　 43-3308

・猫の迷惑行為をなくしましょう！犬

　今年度から後期高齢者の人間ドック助
成も実施します

　仙北市国民健康保険では、病気の早期発見 ･ 早期

治療に役立てていただくため、人間ドック受診の助

成を実施しています。

　仙北市では今年度から新たに、後期高齢者の人間

ドック受診にも助成を実施します。制度を活用し

て人間ドックを受診し、健康状態をチェックしま

しょう。

◆対象者

　《国民健康保険の人間ドック助成》

　○仙北市国民健康保険の被保険者で、年齢が当該

　　年度で40歳以上75歳未満（後期高齢者医療対

　　象者除く）の方

　○前年度までの国保税を完納されている方

　《後期高齢者医療の人間ドック助成》

　○仙北市に住所がある後期高齢者医療の被保険

　　者で、当該年度に国保の人間ドック助成を受け

　　ていない方

　○前年度までの後期高齢者医療保険料を完納さ

　　れている方

◆助成金額　どちらも一人 21,000円を限度とし、年

　度内で1回のみとします。

◆受診医療機関　市立角館総合病院、市立田沢湖病

　院、仙北組合総合病院

　○受診希望の方は、直接医療機関へ予約をしてか

　　ら助成金の申請を行ってください。窓口で受

　　診日の確認をします。

◆募集期間　平成23年4月1日～平成24年3月31日

　まで

◆持参するもの　国民健康保険証または後期高齢

　者医療被保険者証、印鑑

◆受付場所　市役所各庁舎・各出張所の窓口

※申請をしないで受診し、費用を全額支払った場合

でも年度内に申請すれば、助成を受けることがで

きます。印鑑・領収書・金融機関の通帳を持参し、

手続きをしてください。

◆問合せ　仙北市市民課　国保年金係　 43-3307

間ドック受診助成制度のお知らせ
《国民健康保険・後期高齢者医療》人

市役所からの
お知らせ
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　納税者がご自分の固定資産について、評価額が適

正かどうか確認できる平成23年度固定資産の「土

地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧」を4月1日（金）

から5月31日（火）まで行っています。

◆縦覧窓口　仙北市総務部税務課（田沢湖庁舎）、

　角館・西木地域センター、各出張所

◆必要なもの　身分証明書（免許証など）、印鑑、　

　法人などの場合は委任状

◆手数料　無料

◆問合せ　仙北市税務課　固定資産税係

　　　　　 43-1117

●なお、平成23年度固定資産税納税通知書は、5月6

日（金）に発送予定です。

地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧・
閲覧を行います土

 　ごみ収集については、大変ご迷惑をおかけして

いましたが、4月1日から平常どおり収集を行いま

すので、お知らせします。

　『平成23年度版ごみ出しカレンダー』をご確認の

うえ、お出しください。

【平成23年度版ごみ出しカレンダーの配布について】

　3月16日からグループ別に配布したごみ出しカレ

ンダーついて、グループ番号が間違って配布されて

いましたら、環境保全センターまでご連絡ください

ますようお願いします。

　また、各集積所には収集運搬業者よりごみ出しカ

レンダーを張り出していただきましたが、その後の

管理方については各地域でお願いします。

◆問合せ　仙北市環境保全センター　 54-3305

み収集についてご

　都市計画道路岩瀬北野線（内川橋付近から横町

橋付近）の事業実施に向けた事業計画が、秋田県知

事から認可されましたので、都市計画法に基づいて

関係図書を縦覧しています。

◆閲覧場所　仙北市西木町上荒井字古堀田 47 番地

　　　　　　仙北市建設部都市整備課

◆問合せ　仙北市都市整備課　 43-2295

市計画道路事業の事業計画の認可に
係る関係図書を縦覧しています都

　手続きの利便性の向上や迅速化につながる県か

ら市への権限移譲について、4月1日から下記の事

務に係る手続きが、市役所窓口でできるようになり

ました。

　事務の詳しい内容については、下記問い合わせ先

にご連絡ください。

から市へ権限移譲県

事務名 事務の内容 問い合わせ先
クリーニング所の開設の届出の受理 開設・変更・承継・廃止の届出

市民生活部
環境防災課

43-3308

理容所の開設の届出の受理 開設・変更・承継・廃止の届出
美容所の開設の届出の受理 開設・変更・承継・廃止の届出
専用水道布設工事の設計の確認 設計の確認申請、衛生指導、変更の届出
簡易専用水道の改善の指示 設置・変更・廃止の届出
興行場、百貨店等の特定建築物の届出の受理 特定建築物の届出、衛生指導、変更の届出

小規模水道事業の経営の認可
認可申請、給水開始届、変更・中止・廃止の届
出、水質検査実施届

地すべり防止区域内における行為の許可
地すべり防止区域内での各種行為に対する許
認可

建設部建設課
43-2294急傾斜地崩壊危険区域内における行為の許

可
急傾斜地崩壊危険区域内での各種行為に対す
る許認可

砂防設備の占用等の許可 砂防指定地内での各種行為に対する許認可

高齢者向け優良賃貸住宅の供給計画の認定
計画の認定、認定事業者に対する指導・助言・
改善命令等

建設部
都市整備課

43-2295

特定優良賃貸住宅の供給計画の認定
計画の認定、認定事業者に対する指導・助言・
改善命令等

土地の譲渡に係る事業所得等の課税の特例
等に係る優良宅地の認定

租税特別措置法の規定による優良宅地の認
定、承継・廃止の届出

都市計画区域内における開発行為の許可
一定規模以上の開発行為に対する許可、検査、
監督処分等

農地転用の許可
2ha以下の農地を転用するものに対する許可、
権利の移動の許可、立入調査等

農業委員会事務局
43-2209
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子育て・健康・掲示板
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だしっこルーム《生保内保育園内》
TEL 43-1025 　FAX 43-3256

「だしっこルーム」9：30～11：30

　20日（水）　はじめましての会
　27日（水）　体を動かして遊ぼう・身体測定

わかばルーム《神代保育園内》
TEL 44-2502 　FAX 44-2931

「わいわい広場」9：30～11：00

　26日（火）　はじめましての会

いちごルーム《角館保育園内》
TEL 53-2918 　FAX 53-2919

「いちごルーム」10：00～11：30

　27日（水）　はじめましての会
　※角館児童館（旧角館保育園）で開催します。

なかよしルーム《にこにこ保育園内》
TEL 47-2525 　FAX 47-2323

「なかよしひろば」9：30～11：30

　27日（水）　保育園で遊ぼう

さくらんぼルーム《ひのきない保育園内》
TEL 48-2345 　FAX 48-2525

「さくらんぼルール」9：30～11：30

　21日（木）　はじめましての会

　市内5カ所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す

る基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

1. 育児不安等についての相談指導
　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこと

でもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の9：00～17：00。手紙・FAX 等

はいつでも】

2. 子育てサークル等への支援
　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある

方はぜひご連絡ください。

3. 集いの広場の開設
　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さんをはじめ、おばあちゃん、おじい

ちゃんなどどなたでも参加できます。なお、4月の予定

は次のとおりです。

　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へご

連絡ください。

※持ち物等は各保育園に

ご確認ください。

子育て支援センターからの
お知らせ

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）

　
　
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
～
仮
徴
収
に
つ
い
て
～

　
な
お
、
昨
年
度
ま
で
は
４
月
上

旬
に
仮
徴
収
の
対
象
と
な
る
65
歳

以
上
の
被
保
険
者
全
員
に
仮
徴
収

の
金
額
を
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
し
た
が
、
仮
徴
収
す
る
金
額

が
平
成
23
年
２
月
の
年
金
か
ら
天

引
き
し
た
金
額
と
異
な
る
方
と
４

月
か
ら
天
引
き
が
始
ま
る
方
に
の

み
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
料
が

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
な
い
方
に

つ
い
て
は
年
額
保
険
料
の
決
定

後
、
７
月
上
旬
に
送
付
す
る
納
付

書
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
口
座
振
替
を
申
し
込
ん
で
い
る

方
は
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
に
な

り
ま
す
）

◆
問
合
せ
／

　
介
護
保
険
事
務
所
保
険
指
導
班

　

０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
１

　
仙
北
市
長
寿
支
援
課

　

（
43
）
２
２
８
１

◆
仮
徴
収
と
は
…

　
介
護
保
険
料
は
住
民
税
の
課
税

状
況
等
に
よ
っ
て
そ
の
年
度
に
納

め
る
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。
住
民

税
は
６
月
に
決
定
と
な
る
た
め
、

介
護
保
険
料
の
年
額
の
確
定
は
７

月
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
４

月
・
６
月
・
８
月
は
確
定
保
険
料

で
の
徴
収
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

前
年
度
の
年
額
を
も
と
に
し
た
仮

の
保
険
料
で
の
徴
収
と
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
仮
徴
収
と
い
い

ま
す
。

◆
本
徴
収
と
は
…

　
10
月
・
12
月
・
平
成
24
年
２
月

の
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
金
額

は
、
７
月
に
確
定
と
な
っ
た
保
険

料
額
と
仮
徴
収
の
額
を
差
引
き
し

た
金
額
を
も
と
に
決
定
し
ま
す
。

確
定
保
険
料
額
と
10
月
以
降
の
天

引
き
額
は
、
７
月
上
旬
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
仮
徴
収
で
年
間
保
険

料
よ
り
も
多
く
支
払
っ
た
場
合
に

は
、
後
日
差
額
を
お
返
し
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
介
護
保
険
料
の
徴
収
（
仮
徴
収
）
が
４
月
支
給
の
年
金
か

ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
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日 対象児 会場
8日（金）　3歳児

　健康管理センター

　（角館）

15日（金）　1歳6カ月児
21日（木）　2歳児歯科

22日（金）
　10カ月児
　4カ月児

日 内容 会場
5日（火）

　母子手帳交付

　健康管理センター

　（角館）

13日（水）
20日（水）
28日（木）

12日（火）

　乳児相談

　午前：7カ月児

　午後：12カ月児

4月 ◆問合せ：仙北市保健課

　  55-1112
健康カレンダー健康カレンダー

乳幼児健診

乳児相談・母子手帳交付

日 内容 会場
5 日（火）

　ポリオ
　田沢湖健康増進センター

14日（木） 　健康管理センター（角館）
13日（水）

　BCG・

　三種混合

　西木保健センター
19日（火） 　田沢湖健康増進センター
27日（水） 　健康管理センター（角館）

予防接種

日 時間 場所
17日（日）

ふれあい

献血キャ

ンペーン

10：00 ～ 12：00

ワンダーモール
タカヤナギ13：00 ～ 16：00

20日（水）

10：00 ～ 11：00 にしき園
11：10 ～ 12：00 西木総合開発センター

13：30 ～ 14：30 清流苑

14：50 ～ 16：00 角館消防署西木分署

献血

4月の休日歯科診療当番医

3日
城南堂歯科医院 0187（54）3678
仙北市角館町西勝楽町20

10日
長尾歯科医院 0187（56）4405
大仙市長野字紫島48-2

17日
佐藤歯科クリニック 0187（86）9955
大仙市太田町横沢字久窪北731

24日
富永歯科医院 0187（84）0123
美郷町六郷字荒町117

　子ども同士のふれあいやお母さん方の交流のた

め、健康管理センターのホールを開放します。

　お子さんを自由に遊ばせる広場としてお使いく

ださい。

◆日時　11日（月）、25日（月）

　　　　9：30 ～ 11：30

◆問合せ　仙北市保健課　  55-1112

おやこ交流広場4月

【訂正とお詫び】

　広報せんぼく3月16日号の10 ページ記事に誤りが

ありました。次のとおりお詫びして訂正します。

（誤）　支給頸がん予防ワクチンの供給不足について

↓

（正）　子宮頸がん予防ワクチンの供給不足について

【小児科診療】
　秋田大学などの応援医師で、次のとおり対応いたし

ます。

　なお、夜間および休日などは、小児の救急対応がで

きかねます。患者様の病態等によっては、仙北組合

総合病院などへ紹介させていただく場合もあります。

午　　前 午　　後

月 休　　診 休　　診

火
大村医師（8：45 ～）

外来診療

大学小児科医師
（13：00 ～）

１カ月検診・慢性外来

水
大村医師（8：45 ～）

外来診療
小熊医師（13：00 ～）

予防接種

木 休　　診 休　　診

金
大学小児科医師
（8：45 ～）

外来診療

大学小児科医師
（13：00 ～）乳児検診

【総合診療科】
　午前中診療（午前11時まで受付）は、月曜日から金

曜日まで行います。３月までは火曜日を休診として

おりましたが、4月からは火曜日も診療いたします。

※午後の検診などの終了は、16時頃までは急患対応

は可能です。

角館総合病院の
4月からの外来診療について

◆問合せ　市立角館総合病院　 54-2111
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図
書
館
情
報

　
新
潮
社
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

学
習
資
料
館

新
着
図
書

単
行
本

・
１
９
４
５
日
本
占
領
（
徳
本
栄
一
郎
）

・
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
骨
の
造
形
美
（
湯
沢
英
治
）

・
日
本
の
覚
悟
（
櫻
井
よ
し
こ
）

・
新
幹
線
と
観
光
列
車
で
め
ぐ
る
九
州
の
旅

　（
日
本
鉄
道
旅
行
地
図
帳
編
集
部
）

・
悲
し
み
の
中
に
い
る
あ
な
た
へ
の
処
方
箋
（
垣
添
忠
生
）

・
養
老
孟
司
の
大
言
論
Ⅰ
　
希
望
と
は
自
分
が
変
わ
る
こ

　
と
（
養
老
孟
司
）

・
深
読
み
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
（
松
岡
和
子
）

・
諜
報
の
天
才
　
杉
原
千
畝
（
白
石
仁
章
）

・
オ
ー
シ
テ
ィ
（
木
下
半
太
）

・
犠
牲
（
い
け
に
え
）
に
あ
ら
ず
（
藤
野
眞
功
）

・
子
子
家
庭
の
身
代
金
（
赤
川
次
郎
）

・
う
か
ら
　
は
ら
か
ら
（
阿
川
佐
和
子
）

・
21
世
紀
を
信
じ
て
み
る
戯
曲
集
（
野
田
秀
樹
）

・
天
国
の
風
（
高
樹
の
ぶ
子
）

・
き
れ
い
な
風
貌
（
黒
川
創
）

・
オ
ス
カ
ー
・
ワ
オ
の
短
く
凄
ま
じ
い
人
生
（
ジ
ュ
ノ
・
デ
ィ

　
ア
ス
）

・
生
ま
れ
た
命
に
あ
り
が
と
う
（
野
田
聖
子
）

新
書

・
エ
コ
論
争
の
真
贋
（
藤
倉
良
）

・
葬
式
を
し
な
い
寺
（
秋
田
光
彦
）

・
幕
末
バ
ト
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
　
慶
喜
の
捨
て
身
（
野
口

　
武
彦
）

・
ア
フ
リ
カ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
）

●
新
潮
社
文
庫
新
刊
も
多
数
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
た
く
さ
ん
の
新
着
図
書
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
む
ら
の
喫
茶
店
た
ざ
わ
」
に

田
沢
湖
図
書
館
の
文
庫
開
設

『
あ
き
ら
め
な
い
人
生
』『
さ
あ
、
も
う
一
歩
踏
み

出
し
て
み
よ
う
』『
へ
ば
、な
ん
と
す
』『
ダ
ッ
シ
ュ
』

『
元
気
　
人
は
み
な
元
気
に
生
ま
れ
元
気
の
海
へ
還

る
』『
こ
の
世
で
一
番
の
奇
跡
』『
地
球
が
動
い
た
日
』

『
村
守
る
、
命
か
け
て
も
』『
ぼ
く
の
手
は
き
み
の

た
め
に
』『
き
み
の
友
だ
ち
』『
フ
ァ
イ
ト
く
ん
』『
あ

い
た
か
っ
た
よ
、
カ
ネ
チ
ン
』『
明
日
美
の
へ
こ
た

れ
な
い
物
語
』『
走
れ
メ
ロ
ス
』『
ほ
か
な
ら
人
へ
』

『
踏
ま
れ
た
草
に
も
花
が
咲
く
』『
と
も
だ
ち
を
た

す
け
た
ゾ
ウ
た
ち
』『
ぼ
く
ら
の
奇
跡
の
七
日
間
』

『
マ
リ
と
子
犬
の
物
語
』『
ば
っ
て
ん
生
き
と
っ
と
』

『
な
ん
と
か
な
る
っ
て
』『
な
げ
だ
さ
な
い
』『
お
や

す
み
、
こ
わ
い
夢
を
見
な
い
よ
う
』

学習資料館　 43-3333

4日（月）、11日（月）、18日（月）、25 日（月）、

29日（金・みどりの日）

※ 4 月中は節電のため、17時で閉館

イベント交流館　 43-3333

4日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）

田沢湖図書館　 43-1307

4日（月）、11日（月）、18日（月）、25 日（月）、

29日（金・みどりの日）

休
館
日

田
沢
湖
図
書
館

現い
ま在
だ
か
ら
　
こ
こ
ろ
に
し
み

込
む
　
い
ろ
い
ろ
な
本
た
ち

お知らせお知らせ

ＢｏｏｋｓＢｏｏｋｓ

ＢｏｏｋｓＢｏｏｋｓ
元
気
を
も
ら
え
る　

こ
ん
な
タ
イ
ト
ル

　
　

あ
ら
た
め
て
気
づ
く　

あ
ん
な
タ
イ
ト
ル

　
楽
し
い
に
ぎ
わ
い
の
喫
茶

店
。
い
こ
い
の
場
所
で
本
を

片
手
に
…

●
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
料
理
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
花
、
手
作

り
小
物
、
昔
懐
か
し
い
写
真

集
な
ど
、
肩
の
こ
ら
な
い
本

が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ロ
ケ
の
際
、
撮

影
隊
と
地
域
住
民
・
ロ
ケ
地
の
関
係
が
良
好
に

保
て
る
よ
う
に
気
を
配
り
ま
す
。
時
間
帯
等
の

撮
影
条
件
の
確
認
。
エ
キ
ス
ト
ラ
へ
の
配
慮
。

現
場
に
立
ち
会
い
、
撮
影
の
際
の
約
束
は
守
ら

れ
て
い
る
か
、
撮
影
後
は
元
通
り
に
な
っ
て
い

る
か
な
ど
を
見
届
け
ま
す
。
撮
影
中
、
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
担
当
者
は
何
も
し
な
い
で
た

だ
現
場
に
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
実
は
、
先
に
書
い
た
よ
う
に
と
て
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。
何
事

も
無
く
撮
影
が
終
了
し
た
時
、
さ
ら
に
は
良
好

な
関
係
が
築
け
た
時
、「
ま
た
こ
こ
で
撮
っ
て

欲
し
い
」「
ま
た
こ
こ
で
撮
り
た
い
」「
ま
た
こ

の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
仕
事
が
し
た
い
」

と
、
お
互
い
に
良
い
印
象
が
残
る
は
ず
。
そ
れ

が
次
の
ロ
ケ
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

か
く
の
だ
て
Ｆ
・
Ｃ

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
だ
よ
り

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）　

 43-3352　http://kakunodate-fc.jp/



健診平成23年度　住民健（検）診について

　今年度の住民健（検）診が5月から始まります。詳

しくは、5月に健康づくり推進員から世帯に配布され

る健（検）診「日程表」、「お知らせ」、「案内」等をご欄

ください。

　健康の確認と、生活習慣病の予防、早期発見、生活

習慣の見直しに役立てていただきますよう、ぜひ、

定期的に各種健（検）診の受診をおすすめします。

◆6月～ 7月

　胃がん検診、子宮がん・卵巣腫瘍検診、乳がん検診

◆7月～ 9月

　特定健康診査・一般健診・後期高齢者健診、大腸

がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウィルス検診、肺が

ん検診（胸部総合健診レントゲン撮影）、生活機能評

価、結核検診、骨粗鬆症検診

◆10月　第2・3・4土曜日

【40歳～ 64歳で平日に健（検）診を受けられない方】

　特定健康診査・一般健診、大腸がん検診、前立腺が

ん検診、肝炎ウィルス検診、肺がん検診（胸部総合健

診レントゲン撮影）、胃がん検診

コール・リコール事業
（がん検診受診促進事業）

　がん検診受診率を向上のために秋田県と仙北市が

協力し、電話や手紙で胃がん検診受診をおすすめす

る事業です。

　対象となる方には、がん検診受診勧奨センターか

ら「地区で行う胃がん検診受診」のお願いの電話が

あります。

●がん検診受診勧奨センター　 018-884-5531

病院健診（市立角館総合病院）

子宮がん・卵巣腫瘍検診 乳がん検診 肺がん検診（ＣＴ検査）

対象年齢

（平成24年4月1日の年齢）

・20～39 歳

・40 歳以上の偶数年齢（2

年に 1 回）

40歳以上の偶数年齢（2 年

に1回）

40歳以上

予約申込期間 5月9日（月）～ 11月21日（月）
4月7日（木）～　　　

　11月21日（月）

予約申込時間 午前9時～午後3時

検査期間 6月2日～ 11月28日の月曜日、木曜日
5月12日～ 11月24日の木

曜日

当日受付時間 正午～午後12時45分 午後3時～午後3時30分

料金

1,300 円 1,000 円 2,000 円

　●次の方は無料です。

　仙北市国保加入の型・70 歳以上の方・生活保護の方・非課税世帯証明書持参の方

◆申込方法／電話（ 54-2111　医事課　内線122）

で予約が 必要です。外来では受付していませんの

で、必ず、医事課に電話してください。検診名、氏名、

生年月日、住所、電話番号、保険種別をお伝えく

ださい。

※後半になりますと、申込者が多くなり予約受付

を早めに締め切ることがあります。

早めの受診、できるだけ、お盆前の受診をお勧め

します。

※子宮がん・卵巣腫瘍検診、乳がん検診の注意事項

・クーポン券で受診される方は、クーポン券を忘れ

ずに持参してください。

・乳がん検診は時間がかかりますので、時間の余裕

をみて受診してください。

・後半は混雑します。混雑時は、子宮がん、乳がん

検診の待ち時間が長くなりますので、期間の早め

の受診をお勧めします。

を受けよう
◆問合せ　仙北市保健課　 54-1112

検診
ＫＥＮＳＨＩＮ
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　仙北市には、スポーツ少年団が33団体あります。

　入団を希望する方は、各単位団の申込方法により申し込みをして

ください。

◆問合せ　仙北市教育委員会内　仙北市スポーツ少年団事務局

　 43-3383　FAX54-1727

　【主な活動内容】

　○ミニバスケットボール　■ソフトテニス　◎野球　☆柔道　◆アルペンスキー　▼バレーボール　△陸上

　★水泳等　▲クロスカントリースキー　□バドミントン　◇サッカー　●剣道

団名 対象者 担当者 連絡・問合せ先
申込方法・締切日

活動場所 活動日時

◎角館マックス 小学3年生以上 古郡　守 090-5182-7226 随時、左記へ

角館小学校グラウンド・体育館 毎週火～金　16：30 ～ 19：00

○角館ミニバスケットボール 小学3年～6年 田口 55-2188 随時、左記へ

角館小学校体育館 週4日　火・木・金 16：30 ～ 19：00

　　　　土 9：00 ～ 12：00（13：00 ～ 16：00）
▲生保内 XC ジュニア 小学1年～6年 鈴木　勇 090-2609-6149 随時、左記へ

田沢湖スポーツセンター他 週4日　火・木 16：00 ～ 17：30　土・日 9：30 ～ 11：30

●有燐館角館道場 小学1年～6年 黒澤　昇 53-2504（職場） 随時、左記へ

角館武道館 週3日　火・水・金 19：00 ～ 20：30（低学年 19：45 まで）

◎中川ドリーマーズ 小学1年～6年 赤坂　芳生 55-5528（自宅） 随時、左記へ

中川山村広場・中川小学校体育館 週4日　木・金 16：00 ～ 19：00　土・日 9：00 ～ 12：00

○中川ガールズ 小学1年～6年 黒澤　広志 090-4880-9303 随時、左記へ

中川小学校体育館 週4日　月・水・木・金　17：00 ～ 19：00

▲角館クロスカントリー 小学1年～6年 菅原　孝 090-2959-3938 6月18日まで学校の

連絡調整担当者へ田沢湖スポーツセンター他 冬期間の土・日・祝日 9：00 ～11：00、13：00 ～ 15：00

◎白岩ベースボールクラブ 小学1年～6年 藤木　一博 080-1689-5382 随時、左記へ

白岩小学校グラウンド・体育館 週4日　火・水・金・日

○白岩ミニバスケットボール 白岩小学1年～6年 木元　康幸（自宅）54-3937 随時、左記へ

白岩小学校体育館 週4日　月・火・木・金 17：00 ～19：00　休日 9：00 ～ 11：00

◇ FC 角館セレジェスタ 小学1年～6年 石郷岡　日登美 090-3364-9825 随時、左記へ

角館小学校グラウンド 週3～ 4日　平日 18：00 ～ 20：00　土・日 9：00 ～ 12：00

○角館ブラザーズ 小学1年～6年 青柳　宗康 090-2848-4996 随時、左記へ

角館小学校体育館

東地区公民館（旧東小体育館）

月・水 17：30 ～19：30　土 8：30 ～ 11：00（角小体育館）

金 18：00 ～ 19：30（旧東小体育館）
★きたうらアクア 小学1年～6年 樋口　幸一 090-2275-3250 随時、左記へ

雲然トレーニングセンター他 月 18：00 ～ 19：00　金 18：00 ～ 19：30

☆角館柔人クラブ 小学1年～6年 戸澤　敏之 090-2271-5178 随時、左記へ

角館武道館 火・金 19：00 ～ 21：00

△角館陸上 小学2年～6年 藤田　勝雄 54-3552 左記担当者へ、

6月15日まで角館南高校グラウンド 5～10月　第2・4（土）9：00 ～ 11：30（7・8月は毎週土）
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団名 対象者 担当者 連絡・問合せ先
申込方法・締切日

活動場所 活動日時

◆角館ジュニアアルペンスキー 小学1年～6年 新山　仁 54-2220 6月30日まで左記へ

たざわ湖スキー場 冬期間（12月中旬～ 3月末）

●角館有燐館 中学1年～3年 星宮　多賀司 55-4525 随時、左記へ

角館武道館 週3日　火・水・金　19：00 ～ 20：45

☆田沢湖慈愛館 小学1年～6年 佐藤　長繁 090-2980-3226 随時、左記へ

神代武道館 土 13：30 ～ 16：30　火 16：00 ～ 18：00

◎田沢湖イーグルス 小学3年～6年 堀川　貴吉 43-0334（職場） 随時、左記へ

生保内小学校グラウンド・体育館【高学年】週4日 16：00 ～ 18：00　休日 9：00 ～ 11：00

【低学年】週2日（土・日）程度　休日 9：00 ～ 11：00
○生保内イーストウインズ 小学1年～6年 浦山　力 090-8424-7866 随時、左記へ

生保内小学校体育館 週4日　火・木・金 17：00 ～ 18：30　日 9：00 ～ 12：00

●田沢湖志成館道場 小学1年～中学3年 田口　和美 080-1808-8498 随時、左記へ

生保内武道館 週3日　火・木・金 19：00 ～ 21：00

○神代ミニバスケットボール 神代小学1年～6年 神小・教頭先生 44-2115 4月中旬締切（4月上旬

申込用紙配布予定）神代小学校体育館 週4日　火・木・金 18：00 ～ 20：00　土17：00 ～ 19：00

◎神代若鮎野球 小学3年～6年 大沢　英和 090-2840-1847 4月30日まで左記担

当者へ神代小学校グラウンド・体育館 週4日　火・木16：00 ～ 18：00　土・日9：00 ～ 12：00

◆田沢湖ジュニア・スキー 小学1年～6年 阿部　義昭 090-1490-6461 随時、左記へ

たざわ湖スキー場 冬期間（12月～ 3月）

◇田沢湖 FC. サッカー 小学1年～6年 信田　昌史 43-1115（職場） 随時、学校の連絡調

整担当者へ生保内小学校グラウンド・生保内

公園サブグラウンド・生保内市民

体育館

毎週木 15：30 ～ 17：30、土 9：00 ～ 12：00

雨天時は体育館

△生保内ジュニア RC 小学1年～6年 樋口　健二 090-2602-0420 5月20日まで学校の

連絡調整担当者へ生保内小・中学校グラウンド他 週2～3 日　16：00 ～ 17：30　休日は 9：00 ～ 11：00

■田沢湖サンズキッズ 小学1年～6年 伊藤　雅英 43-0398 各小学校の担当先生

へ4月末日まで申し

込んでください。
市営コート（田沢湖）・生保内市

民体育館

毎週土（夏期）9：00 ～ 11：00　※雨天時は体育館

　　　  （冬期）12：00 ～ 14：00

▲神代 XC 小学2年～6年 大石　望 44-3207 5月31日まで学校の

連絡調整担当者へ神代小学校グラウンド・体育館 9月～3月の冬期間　月・水・金の週3日 15：00 ～ 17：00

▼きたうらバレーボールジュニア 小学1年～6年 佐藤　隆信 090-6626-2186 随時、左記へ

神代市民体育館・健康増進施設

（クリオン体育館）

火・金 18：00 ～20：00（神代市民体育館）

休日 9：00 ～ 12：00（クリオン体育館）
□仙北市バドミントン Jr. 小学1年～中学3年 加藤　美香 090-5594-4636 随時、左記へ

生保内・神代市民体育館・西木

総合健康増進センター

月（生保内）、火（西木）、木（神代）19：00 ～ 21：00　

第 2・4日（生保内）9：00 ～ 12：00

○西明寺ミニバスケットボール 小学4年～6年 齋藤　洋 090-2601-4392 随時、左記へ

西明寺小学校体育館 週4日　水・木・金16：30 ～ 18：30　土 9：00 ～ 11：00

○桧木内ドリーム 小学1年～6年 高橋　幸子 090-5355-3223 随時、左記へ

桧木内小学校体育館 週4日　平日 16：30 ～ 18：30　土・日 9：00 ～ 11：00

◎桧木内ベアーズ 小学2年～6年 若松　博 49-2151（自宅） 随時、左記へ

桧木内小学校グラウンド・体育館 週4日　平日 17：00 ～ 18：30　休日 9：00 ～ 11：00

◎西明寺野球クラブ 小学3年～6年 猪本　常雄 080-1823-1861 随時、左記へ

西明寺小グラウンド・体育館 週4日　2時間程度

スポーツ少年団募集
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イベントイベントイベント

「天地人」津軽三味線＆打楽器
ユニット
●秋田県出身「オフコース」ドラマー

　大間ジロー氏

●大館曲げわっぱ太鼓奏者

　大沢しのぶ氏

●津軽三味線奏者　黒澤博幸氏

■日時　4月23日（土）開場 10：00

　開演 10：30　終了 11：30（予定）

■会場　角館南校等学校（料金無料）

■問合せ　角館南高等学校総務部

　 54-1166

角館南高等学校「保護者のつどい」

天地人コンサート

相談相談

　行政相談委員は、総務大臣から委

嘱を受け、国の仕事などについての

苦情や意見・要望を受け付け、皆さん

と関係行政機関との間に立って、そ

の解決を図る、いわば「行政と住民の

パイプ役」です。

　仙北市の行政相談委員は次の3人

の方で、自宅で相談を受付けていま

すので、お気軽にご相談ください。

【行政相談委員】

◆難波　輝子　TEL 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽　進　TEL 53-2690

　角館町七日町 34

◆小西　範子　TEL 49-2154

　西木町上桧木内字中泊 97

【行政相談所開設】

◆ 4月13日（水）　13：00 ～ 16：00

　神代出張所

◆ 4月20日（水）　13：00 ～ 16：00

　田沢湖総合開発センター

■問合せ　仙北市総務課　 43-1111

行政に関する困りごとは
行政相談委員に

　社会福祉協議会では、相談援助活

動として心配事相談を行っています。

　地域や日常生活で抱える心配ごと

に相談員が適切な助言を行い、相談

内容によっては関係機関へ連絡をと

るなど、心配ごとの解決の手助けを

させていただきます。お気軽にご利

用ください。

◆ 13日（水）13：00 ～ 16：00

　神代出張所

◆ 14日（木）13：00 ～ 16：00

　社会福祉協議会角館支所

◆ 15日（金）10：00 ～ 12：00

　社会福祉協議会西木支所

◆ 20日（水）13：00 ～ 16：00

　田沢湖総合開発センター

◆ 28日（木）13：00 ～ 16：00

　社会福祉協議会角館支所

■問合せ　仙北市社会福祉協議会

　 52-1624

社会福祉協議会
4月の心配ごと相談日程

お知らせお知らせ

平成23年度
消防設備士試験準備講習会

　8月21日（日）に行われる、平成23

年度消防設備士試験受験者のための

講習会を次のとおり開催します。

■講習の種類・実施日

　①第1類（甲・乙）

　　6月2日（木）～ 3日（金）

　②第4類（甲・乙）

　　6 月 6 日（月）～ 7日（火）	

　③第6類（乙）

　　6月8日（水）～ 9日（木）	

■会場	 ルポールみずほ

　（秋田市山王 4-2-12）

■受付期間

　4月11日（月）～ 5月13日（金）

■受講対象者　消防設備士試験第 1

　類・第 4 類・第6類・受験予定者

■申込・問合せ先　社団法人　秋田

　県消防設備保守協会（秋田市中通

　6 丁目 7-9（畜産会館 3 Ｆ））

　 018-835-5880
秋田県住まいづくり
応援事業

　住宅を建設又は購入される方に対

し、県が住宅ローンの利子の一部を

助成しています。平成23年度の継続

が決定し、現在申込みを受付中です。

■助成内容　住宅ローン融資額の当

　初5年分の利子相当額の 1/2（80万

　円を限度）を助成

　　詳しくは県のホームページ、下

　記または各地域振興局建築課まで

　お問い合わせください。

■問合せ　秋田県建築住宅課

　 018-860-2561

秋田県住宅リフォーム
緊急支援事業

　住宅の増改築・リフォーム工事を

行う方に対して、県が工事費の一部

を補助しています。平成23年度の継

続が決定し、現在申請を受付中です。

■支援内容　住宅の増改築・リフォー

　ム工事（50万円以上）の工事費の

　10 %（20万円を限度）を補助

　　詳しくは県のホームページ、下

　記または各地域振興局建築課まで

　お問い合わせください。

■問合せ　秋田県建築住宅課

　 018-860-2561

あきた結婚支援センターが
リニューアルオープン！

　あきた結婚支援センターは、平成

23年4月1日から県内3カ所のセン

ターで、出会いや結婚を希望する男

女を応援！今までの出会いイベント

情報発信に加え、新たに会員制によ

るマッチング（お見合）事業を開始し

ます。

　南センター（横手市）、中央センター

（秋田市）、北センター（大館市）の 3

センターで入会の手続ができます。

　詳しくはホームページ

　http://www.sukoyaka-akita.com

　または 0800-800-0413 へお電話

ください！

秋田県マスコット　スギッチ

独身男女の出会

いイベント情報

については →

お知らせナビお知らせナビ
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桧木内地区デマンド型乗合
タクシーが本格運行

　昨年10月から、羽後交通バス桧木

内線の松葉以北区間の廃止に代わっ

て、桧木内地区デマンド型乗合タク

シーを試験運行してきましたが、4 月

より本格運行することとなりました。

　運行経路、時刻、料金等のサービス

はこれまでと同じです。

　ご利用ガイドは、運行を行う角館

観光タクシー㈱本社のほか、市役所

西木庁舎、桧木内出張所および上桧

木内出張所にも備え付けています。

■問合せ　角館観光タクシー㈱

　 54-1144

平成23年度慰霊巡拝
について

　厚生労働省では、旧主要戦域等にお

いて戦没者を慰霊するため、遺族を対

象とした慰霊巡拝を実施しています。

　平成 23 年度は次の地域で実施予

定ですので、参加を希望される場合は、

秋田県担当課にお問い合せください。

【実施地域】

旧ソ連、モンゴル、中国、パラオ、イ

ンドネシア、ビスマーク・ソロモン諸

島、東部ニューギニア、フィリピン、

硫黄島

■問合せ　秋田県健康福祉部

　福祉政策課　保護・援護班

　 018-860-1319
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前
納
す
る
と
17
万
６
４
６
０

円
で
、
さ
ら
に
有
利
な
年
間
３
７
８
０

円
（
約
２
・
１
％
）
の
割
引
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
度
の
６
カ
月
分

の
保
険
料
は
総
額
９
万
０
１
２
０

円
で
す
が
、
６
カ
月
分
を
現
金
で

前
納
す
る
と
８
万
９
３
９
０
円
で
、

７
３
０
円
（
約
０
・
８
％
）
の
割
引
に
、

６
カ
月
分
を
口
座
振
替
に
よ
っ
て

前
納
す
る
と
８
万
９
１
０
０
円
で
、

１
０
２
０
円
（
約
１
・
１
％
）
の
割

引
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
月
々
の
保
険
料
を
「
口
座

振
替
の
早
割
」
で
１
カ
月
早
め
て
納

付
す
る
と
、
年
間
６
０
０
円
（
月
額

50
円
）
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
23
年
度
の
一
部
納

付
（
一
部
免
除
）
の
保
険
料
月
額
は
、

４
分
の
３
納
付
で
１
万
１
２
７
０

円
、
半
額
納
付
で
７
５
１
０
円
、
４

分
の
１
納
付
で
３
７
６
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
一
部
納
付
に
つ

い
て
も
前
納
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
詳
細
に
つ
い
て
は
年

金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
月
額
と

有
利
な
前
納
割
引
制
度

国民年金
だより

経理事務講習会受講者募集

■対象者　県内在住の母子家庭の母、

　寡婦、父子家庭の父

■日時　5 月 21日～ 9月10日（毎週

　土曜日15日間）10:00 ～ 15:00

■受講人数　20人 ( 受講無料。ただ

　しテキスト代 2,520 円実費 )

■締切　5月10日（月）15：00 まで

■申込・問合せ・会場　秋田県ひと

　り親家庭就業・自立支援センター

　 018-896-1531　FAX018-866-2166
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チャイルドシート購入費
補助制度の廃止について

　仙北市では、幼児の交通安全の促

進を図るため、チャイルドシートの購

入費補助事業を実施してきましたが、

平成12年4月1日の道路交通法改正に

よる幼児のチャイルドシート着用の

義務化から11 年が過ぎ、チャイルド

シート着用の周知・普及促進が図ら

れ、初期の目的が達成されたものと

し、平成23年3月31日をもって事業

を廃止しました。ご了承くださいま

すようお願いします。

■問合せ　仙北市環境防災課

　 43-3308
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西木温泉　クリオン　 47-2010

【春のお出かけに♪　クリオンの折詰・オードブルは

いかがですか？】

　お出かけにぴったり、折詰・オードブルのご予約承っ

ています。

　クリオンのおいしい料理をお楽しみください。

●折詰…2,500 円～　●オードブル…6,000 円～

株式会社　西宮家　 52-2438　

【おしゃれな着物リメイク展　あんてぃーぶ】

◆期日・場所　4月22日（金）～ 25日（月）　米蔵 2 Ｆ

【リフォーム工房　心
こころつむぎ

紬】

◆期日・場所　4月26日（火）～ 28日（木）　米蔵 2 Ｆ

【パッチワーク展　雪ん子の会】

◆期日・場所　4月23日（土）・24日（日）　米蔵イベントホール

【ペーパークラフト展　三浦節子】

◆期日・場所　4月29日（金）～ 5月2日（月）　米蔵 2 Ｆ

【笑顔の暮らし　絵手紙はがき絵展　アトリエ・フェスタ】

◆期日・場所　4月23日（土）～ 5月5日（木）　米蔵

株式会社　花葉館　 55-5888

【お得な回数券　15 周年特別企画】
『入湯回数券』2,000円→1,500円　300冊限定

『大広間回数券』2冊で 1,500円　50 組限定

※一人5冊まで（4月19日のみ販売）

【映写会「そよかぜ」】

　並木路子の唄った挿入歌「リンゴの唄」が大ヒット

◆上映日　4月9日（土）

◆料金　1,500円（弁当・入浴付き）

【デビュー10 周年記念　小桜舞子ショー】

◆期日　4月29日（金）

◆料金　5,500円（飲み放題）

【花葉館グラウンドゴルフ】

●平成23年度会員募集受付中！

・花葉館15周年会員特典あり

・4月12日（火）～28日（木）は、コース無料開放

●小桜舞子杯グラウンドゴルフ大会

◆参加費　1,000円（オープン参加）

【休館日】4月5日（火）
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【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
小林敬一 ( 上菅沢 )　
藤田秀夫 ( 中菅沢 )
加藤武尚 ( 上菅沢 )
田口成次 ( 小館 )

　おたんじょうおめでとう  〈氏名（保護者）住所〉

 　　　　　　　　　　　   
  人口　　３０，２６４人　　（－２２）　（－４２１）
  （男）　　１４，２０３人　　（－　８）　（－１９５）
  （女）　　１６，０６１人　　（－１４）　（－２２６）
  世帯数　１０，８１７世帯　（＋１０）　（＋　　７）

       

（前月比）　（前年同月比）人口の動き 2 月   

  出生１０人　死亡３９人 　 転入３６人　転出２９人　

戸籍の窓口から
２月届出分・敬称略

千葉  澪
みお

  　( 悟 ) 潟字蛭児堂

松橋  勇
ゆ う

羽  ( 剛之 ) 神代字板屋

津嶋  柚
ゆ う た

汰  ( 秀也 ) 神代字古館野

能美  榛
は る ま

真  ( 智裕 ) 上菅沢

木下  るな  ( 英計 ) 上菅沢

佐藤  心
こ こ

湖  ( 歩 ) 水ノ目沢

小林  廉
よしのぶ

修  ( 稔尚 ) 小人町

髙橋  芳
よしふみ

史  ( 圭史 ) 白岩前郷

渡辺  來
ら い あ

愛  　( 照之 ) 白岩高屋敷

水戸谷  康
こうすけ

佑  ( 一寛 ) 西荒井字塚野腰

細川良治日本画展
■会場：平福記念美術館
■期間：4 月 17 日 ( 日 ) ～
　　　　5 月 31 日 ( 火 )45 日間
【オープニングセレモニー】

○ 4 月 17 日 ( 日 )9:00 ～
ふれあいサロン

展示作品数：60 点 ( 企画展示
室 :18 点・ふれあいギャラリー・
ふれあいサロン：42 点 )

( 合 ) カネダイ薬局 ( 岩瀬町 )
安部哲男 ( 生保内字武蔵野 )
田沢湖高原町内会
　佐々木幸司会長

ありがとう
　　   ございます

善  意
( ２月受付分 )
      敬称略

おくやみもうしあげます  〈氏名（年齢）住所〉
中津  サチ子  (80) 生保内字下高野

伊藤  ヲミヨ (103) 生保内字武蔵野

安部  キミ    (101) 生保内字武蔵野

加藤  直裕  　(54) 生保内字武蔵野

小田嶋  長榮  (77) 小松字二枚橋

三浦  二美子  (89) 角館東前郷字杉林

冨樫  鐡之助  (74) 神代字柏林

川瀬  正 　　 (65) 神代字熊野堂

髙𣘺  サト 　 (78) 梅沢字森腰

近間  静 　　 (74) 卒田字荒町

三浦  壽子　  (70) 卒田字北竹原

小松  キミ子  (88) 金山下

山本  一二男  (58) 菅沢

藤村  ヨシ 　 (77) 菅沢

加藤  弘子 　 (63) 上菅沢

松村  ナヲ　  (99) 上菅沢

藤原  長吉　  (91) 中菅沢

熊谷  孝男　  (50) 下菅沢

相模  桂 　　 (74) 西下タ野

伊藤  與治郎  (73) 岩瀬

中嶋  和子　  (85) 歩行町

田口  カツヱ  (96) 竹原町

黒澤  正雄　  (84) 竹原町

戸澤  正一郎  (85) 川原赤平

仙波  タキヱ  (99) 川原中道

田口  セツ　  (81) 小勝田中川原

藤谷  キヌ  　(91) 小勝田下川原

村田  宏子 　 (72) 小勝田下川原

千葉  マツヱ  (90) 西長野熊堂

髙橋  修一郎  (84) 下延竹市

鈴木  輝夫　  (80) 下延大瀬蔵野

菅原  トシ子  (91) 広久内下タ町

髙村  百合子  (84) 広久内町後

藤島  利男　  (83) 上桧木内字東上戸沢

浅利  テイ　  (87) 桧木内字木田

小林  チヨメ  (92) 小山田字鎌足

佐藤  慶正 　 (88) 西荒井字熊野田

佐藤  ハキノ  (91) 西荒井字塚野腰

復興支援チャリティーイベント 
東日本大震災 ～今できることを～ 

　入場無料です。会場にて「義援金の
ご協力」をお願いしております。収益
金は日本赤十字社を通して、被災地の
復興支援にあてられます。 

出演○あんどう兄弟○田沢湖龍神太鼓
○田村忍 ( 三味線 ) ○菊池正平 ( 舞踊 ) 
○ welina( ゴスペル ) ○ トロッポ ( 大道
芸 ) ○羽山るみ子 ( 演歌歌手 ) その他ゲ
ストあり○芳賀本名 ( 総合司会 )
■日時４月１７日 ( 日 ) 開演 10:00 ～ 
■場所神代市民体育館
　　　 （田沢湖神代字野中清水 259）

市民公開講座聞
こえのシンポジウム

難聴の克服に向けて
－補聴器と人工内耳－

　■日時　4 月 17 日 ( 日 )
　　　　　14:00 ～ 17:00
　■会場　
　　　横手市ふれあいセンター
　　　「かまくら館」
　■問合せ
　　秋田大学病院人工内耳手術
　　者の会「かたらいの会」
　　 018(852)2047
　　(FAX 共通 )



1 秋田県議会議員一般選挙告示日

2
3
4
5 ●生保内幼稚園入園式

6
●角館中学校・生保内中学校・神代中学校・
　西明寺中学校・桧木内中学校入学式
●神代幼稚園入園式
●角館高校・角館南高校入学式

7

8
●角館小学校・中川小学校・白岩小学校・
　生保内小学校・神代小学校・西明寺小学校・
　桧木内小学校入学式
●田沢幼稚園入園式

9
●かくのだて幼稚園入園式

第3回「もっと話そう」
■時間　13：00 ～ 15：00　
■場所　JR 田沢湖駅 2 階キネマ倶楽部

10 秋田県議会議員選挙投開票日

11
12

13
行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

14 社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　社会福祉協議会角館支所

15 社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　10：00 ～ 12：00　■場所　社会福祉協議会西木支所

16

17
復興支援チャリティーイベント
東日本大震災　～今できることを～
■時間　10：00～　■場所　神代市民体育館

細川良治日本画展オープニングセレモニー
■時間　9：00～　■場所　角館町平福記念美術館ふれあいサロン

18
19

20
行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター
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土

仙北市の
行事予定 1日（金）～ 20日（水）

4月

火

水

土

日

月

水

日

月

火

木

金

金

月

火

水

木

金

土

日

▼東北関東大震災で被災された皆様

に心よりお見舞い申し上げます。死

者、行方不明者が２万７千人を超え

るという未曾有の大災害に、地震、

津波の恐ろしさを改めて知らされま

した。市内では幸い停電、断水が１

日半ぐらいという程度でしたが、そ

の後の食料、燃料等の物資の不足は

まだ続いており、地域経済への影響

は計り知れないものがあります。市

民の皆様からお寄せいただいた救援

物資は、被災地へ早速お届けしてい

ます。さらに、被災地での炊き出し

などに多くの方々のご協力をいただ

いています。被災された方々を受け

入れる体制も整いつつあります。

「がんばろう！東北」１日も早い復興

を願っています。

編集後記

○○のつぶやき

岩手県宮古市で炊き出しを行う
神代活性化協議会の皆さん
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